
島
根
県
趣
摩
郡
福
尭
尋
常
小
学
校
一
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』

（
翻
刻
と
解
説
）

1
明
治
四
十
一
年
に
作
成
さ
れ
た
国
語
科
学
習
指
導
案
1

昌田

申
　
螢
　
　
一

子
　
佳
　
広

［
キ
ー
ワ
ー
ド
　
第
一
期
国
定
教
科
書
小
学
国
語
読
本
　
国
語
教
育
史

実
践
史
　
読
方
　
綴
方
］

1

一
、
は
じ
め
に

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
は
、
一
九
八
七
年
、
京
都
の
古
書
店
か
ら
一
連
の
文
書
群

を
購
入
し
、
そ
の
整
理
と
分
析
と
を
行
っ
た
結
果
、
現
在
の
島
根
県
麹
摩
郡
温
泉
津

町
の
一
部
に
あ
た
る
福
光
地
区
に
あ
っ
た
旧
家
で
あ
る
「
福
冨
家
」
よ
り
出
た
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
、
文
書
群
に
「
石
見
国
題
摩
郡
福
光
下
村
　
福
富
家
文
書
」

と
命
名
、
同
館
に
所
蔵
す
る
と
と
も
に
、
一
九
九
二
年
三
月
、
文
書
目
録
を
作
成
し

て
一
般
に
公
表
し
た
。

　
「
福
冨
家
」
は
、
屋
号
を
恵
比
寿
屋
と
称
し
た
地
主
で
あ
り
、
同
時
に
酒
造
業
な

ど
も
営
ん
だ
土
地
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
代
々
の
当
主
は
福
光
村
の
村
長
、
県
会
議

員
な
ど
も
務
め
て
い
る
。
こ
の
文
書
群
に
は
、
古
く
は
十
七
世
紀
以
前
に
遡
る
も
の

も
含
ま
れ
て
お
り
、
書
簡
、
土
地
台
帳
、
年
貢
割
寸
状
そ
の
他
の
文
書
群
は
、
そ
の

当
時
の
地
方
世
相
、
民
衆
風
俗
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
り
得
る
も
の

で
あ
る
。
同
館
研
究
員
（
当
時
）
塚
本
学
氏
に
よ
る
、
文
書
群
の
一
部
を
資
料
と
し

た
研
究
⑧
分
析
を
ま
と
め
た
論
文
「
幕
末
庄
屋
家
の
一
少
年
　
　
石
見
福
光
下
村
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

比
寿
屋
新
太
郎
の
生
涯
　
　
」
な
ど
が
既
に
世
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
マ
マ

　
こ
の
「
福
富
家
文
書
目
録
」
に
「
明
治
四
十
一
學
年
第
二
學
期
／
教
授
案
／
措
當

／
福
冨
ヒ
ロ
」
と
い
う
表
書
き
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
同
館
に
許
可
を
得
て
当

文
書
の
全
部
を
解
読
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
小
学
校
に
お
け
る
国
語
科
（
読
方
⑧
綴

方
）
、
及
び
算
数
科
の
学
習
指
導
案
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
福
冨
家
の
第
八
代
当
主
で
あ
る
章
次
の
娘
（
五
女
）
ヒ
ロ
は
、
明
治
四
十
年
十
一

月
よ
り
明
治
四
十
二
年
四
月
ま
で
、
福
光
村
（
当
時
）
に
あ
っ
た
福
光
尋
常
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
代
用
教
員
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
当
時
、

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
教
育
科
学
）

第
三
十
巻
　
一
頁
∫
二
八
頁

平
成
八
年
十
二
月



　
　
　
　
　
　
島
根
県
鍾
摩
郡
福
光
尋
常
ハ
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
⑧
昌
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

同
校
の
校
長
は
「
佐
田
富
太
」
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
こ
れ
が
資
料
中
に
い
く
つ
か

見
え
る
押
印
「
佐
田
」
に
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
書
は
明
治
四
十
一
年

度
の
二
学
期
に
計
画
さ
れ
、
ま
た
実
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
授
業
の
指
導
案
の
原
本
そ

の
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
以
後
、
こ
の
文
書
を
「
島
根
県
福
光
尋
常
ハ
学
校
⑧

福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
明
治
末
期
の
教
育
実
践
の
実
態
を
知

る
貴
重
な
資
料
と
し
て
認
め
、
こ
こ
に
翻
刻
を
行
う
も
の
で
あ
る
（
所
蔵
元
で
あ
る

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
は
翻
刻
発
表
の
許
諾
を
得
て
い
る
）
。
な
お
、
こ
こ
で
の

翻
刻
は
国
語
科
に
相
当
す
る
記
述
の
部
分
に
限
っ
て
行
い
、
算
数
科
部
分
は
別
の
機

会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

　
翻
刻
に
先
立
っ
て
概
略
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
半
紙
ニ
ツ
折
に
縦
書
き
で
、
筆
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
総
丁
数
は
表
書
き
を

含
め
て
四
十
八
丁
に
わ
た
る
。
内
、
四
十
一
丁
表
ま
で
が
国
語
科
の
「
教
授
案
」
で

あ
る
。
「
第
一
週
」
よ
り
始
ま
り
、
週
単
位
に
ま
と
め
ら
れ
、
「
第
十
五
週
」
で
終
わ

る
。
週
の
記
載
に
は
「
自
○
月
○
日
／
至
○
月
○
日
」
と
日
付
が
書
か
れ
、
そ
の
上

部
に
「
佐
田
」
の
印
、
下
部
に
「
福
冨
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
各
曜
日
ご
と
に

一
時
間
或
い
は
二
時
間
の
「
案
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
読
方
の
案
に
は
「
題
目
」
が

示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
今
日
で
言
う
「
教
材
名
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
題
目
は
当
時
使
用
さ
れ
た
第
一
期
国
定
読
本
『
尋
常
小
學
讃
本
』
巻
三
の
第
十
五

課
よ
り
、
巻
四
の
第
八
課
ま
で
の
教
材
名
に
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
年
は
尋

常
科
第
二
学
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
読
方
・
綴
方
の
割
合
は
、
読
方
が
毎
日
一

時
間
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
綴
方
の
実
施
日
⑧
時
間
は
一
定
性
が
な
い
が
ほ
ぼ
週
一

時
間
程
度
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
日
に
二
時
間
分
の
立
案
は
、
一
日
に
読
方
⑧
綴
方

が
両
方
と
も
計
画
さ
れ
た
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
教
授
案
」
は
明
治
末
期
の
国
語
教
育
実
践
の
実

態
を
知
る
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
「
実
践
」
「
実
態
」
と
い
う
こ
と
に
も
う
少
し

詳
し
く
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
近
代
国
語
教
育
の
歴
史
的
跡
づ
け
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て
き
た
。
石
井
庄
司
著
『
近
代
国
語
教
育
論
史
』
、
増
淵
恒
吉
他
編
『
国
語
教
育
史

　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

資
料
』
、
野
地
潤
家
也
編
『
作
文
⑧
綴
り
方
教
育
史
資
料
』
、
滑
川
道
夫
著
『
日
本
作

　
　
　
　
　
　
（
8
）

文
綴
方
教
育
史
』
な
ど
、
数
多
く
の
書
物
が
あ
り
、
こ
れ
に
「
戦
後
」
な
ど
時
期
の

限
定
を
加
え
た
研
究
書
も
加
え
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ

ら
の
先
行
研
究
は
「
制
度
史
」
「
理
論
史
」
的
な
側
面
に
偏
り
を
も
っ
も
の
が
少
な

く
な
く
、
授
業
実
践
と
い
う
最
も
末
端
、
細
部
に
ま
で
分
け
入
っ
た
研
究
は
、
そ
の

資
料
の
入
手
が
今
や
困
難
で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
未
開
拓
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
研
究
の
対
象
と
す
る
時
代
を
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
、
そ
の
傾
向
は
顕
著
で

あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
、
こ
の
よ
う
に
一
地
方
の
一
教
師
が
書
き
残
し
た
「
教
授
案
」
の
原

本
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、
且
つ
意
味
の
あ
る
こ
と
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
ま
し
て
、
こ
れ
は
島
根
県
内
と
し
て
見
て
も
ま
た
、
一
地
方
の
事
例
で

あ
っ
て
、
し
か
も
「
教
育
研
究
会
」
の
よ
う
な
公
の
場
に
示
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く

毎
日
の
地
遣
な
計
画
⑧
記
録
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
を
立
案
し
た
で
あ
ろ

う
教
師
が
、
「
代
用
教
員
」
で
あ
っ
て
、
師
範
学
校
等
で
当
時
の
最
先
端
の
教
育
理

論
⑧
実
践
を
学
ん
だ
教
師
で
は
お
そ
ら
く
な
い
こ
と
も
、
「
実
態
」
の
貴
重
な
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
注
）

（
1
）
　
　
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
、
第
三
十
一
集
、
一
∫
二
四
頁
、
　
一
九
九
一

　
　
（
平
成
三
）
年
。



3

（
2
）
　
筆
者
（
昌
子
）
は
、
平
成
八
年
五
月
、
現
温
泉
津
町
福
光
地
区
に
お
い
て
現
地
調
査

　
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
福
冨
家
は
既
に
現
地
に
は
な
く
、
福
冨
ヒ
ロ
の
正
確
な
正
没
年

　
や
当
時
の
家
庭
状
況
に
つ
い
て
は
知
る
手
が
か
り
が
な
い
。
が
、
現
地
に
残
る
福
冨
家
の

　
墓
石
か
ら
、
ヒ
ロ
が
章
次
の
五
女
で
あ
る
こ
と
、
明
治
四
十
一
年
当
時
二
十
才
台
前
半
で

　
あ
っ
た
こ
と
の
推
測
を
得
た
。

　
　
な
お
「
福
冨
」
は
本
来
は
「
冨
」
で
あ
る
。
現
地
で
は
現
在
「
福
富
」
姓
が
多
い
が
、

　
福
冨
家
か
ら
の
分
家
と
し
て
区
別
す
る
意
味
で
「
福
富
」
の
字
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
と

　
の
こ
と
で
あ
る
◎

　
　
こ
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
温
泉
津
町
立
福
波
小
学
校
、
同
校
校
長
勝
田
治
男
氏
、

　
福
光
地
区
在
住
富
吉
脩
氏
、
同
町
上
村
在
住
藤
谷
崇
文
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感

　
謝
申
し
上
げ
る
。

（
3
）
　
温
泉
津
町
立
福
波
小
学
校
『
福
波
小
学
校
誌
』
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
当
該

　
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
　
（
3
）
に
同
じ
。

（
5
）
　
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
、
明
治
図
書
、

（
6
）
　
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
、
東
京
法
令
。

（
7
）
　
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
、
桜
楓
社
。

（
8
）
　
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
、
国
土
社
。

（
9
）
　
但
し
、
明
治
中
期
の
島
根
県
の
教
育
事
情
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
教
授
案
は
勤
務
上
の

　
上
司
へ
の
提
出
義
務
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
島
根
県
教
育
委
員
会
『
島
根
県
近

　
代
教
育
史
』
（
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
（
こ
れ
に
よ
っ
て
「
佐

　
田
」
印
の
意
味
も
明
ら
か
に
な
る
が
）
福
冨
ヒ
ロ
の
完
全
な
個
人
立
案
と
は
考
え
に
く
く
、

　
校
長
や
訓
導
の
指
導
の
下
に
立
案
さ
れ
た
も
の
と
見
る
方
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
ま
た
、
「
島
根
縣
私
立
教
育
倉
」
と
い
う
、
県
内
教
職
員
有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
⑤
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
一
昌
子
）

私
設
教
育
研
究
団
体
が
あ
り
、
同
会
発
行
の
『
島
根
縣
私
立
教
育
會
雑
誌
』
（
明
治
十
八

年
二
月
発
刊
、
大
正
期
に
入
っ
て
後
、
『
島
根
教
育
』
と
改
称
）
に
よ
っ
て
授
業
方
法
や

理
論
に
つ
い
て
の
研
究
が
一
般
に
広
め
ら
れ
て
い
た
。
同
誌
は
当
時
か
な
り
の
割
合
の
教

師
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
　
文
責
　
昌
子
）

福富ヒ回『教授案』表紙福冨ヒ回『教授案』第4丁裏

　
　
　
　
茨
複
笏
漉
坊

　
　
　
　
気
壷
黎
提
派
㌔

　
　
　
　
六
奨
筏
陽

　
　
　
　
美
塗
急
蕩
努
て
書
梶
－
擦
狡

　
　
　
　
　
　
　
鵜
彰
豆
鵯
詞
箒

β
簿
目
在
請
窟
啄

　
　
嚢
．
4
薪
醐
芽
班
茸
瓶
匙
輝
事
写
一
欠
、

処
愚
冒
ぢ
蓋
、
せ
労
謄
篠
衡

　
　
　
　
　
　
　
抹
弐
η
労
老
静
功
勃
タ
柴
洪
穆
猪
矧
洲
勿
斑
一
豚

叢
姦
触
欝
霧
該
議
欝
望
㌻



4

島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
川
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』

（
田
中
③
昌
子
）

　
　
二
、
島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
州
学
校
惑
福
富
ヒ
ロ
『
教
援
案
』
翻
刻

　
書
誌

　
本
書
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
石
見
国
麹
摩
郡
福
光
下
村
　
福
富
家
文

書
」
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
（
一
九
九
二
年
同
館
発
行
同
文
書
目
録
一
四
七
頁
所

載
　
分
類
番
号
八
七
〇
）
、
半
紙
二
つ
折
、
縦
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
墨
付
四
六
丁
の
冊
子
で
あ
る
。
記
入
は
す
べ
て
毛
筆
。
第
一
丁
を

表
紙
と
し
、
表
に
、

　
　
明
治
四
十
一
學
年
第
二
學
期
」
教
授
案
」
捲
富
」
福
冨
ヒ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
」
は
改
行
箇
所
を
示
す
。
前
頁
写
真
参
照
）

と
記
し
、
裏
は
無
記
入
、
第
二
丁
表
か
ら
第
四
一
丁
表
ま
で
に
国
語
の
教
授
案
が
、

第
四
三
丁
表
か
ら
、
第
四
六
丁
裏
ま
で
に
算
数
の
教
授
案
が
記
さ
れ
て
い
る
（
第
四

二
丁
裏
は
無
記
入
）
。
こ
こ
に
は
国
語
の
教
授
案
の
全
部
を
翻
刻
し
た
。

　
凡
例

　
一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
で
き
る
だ
け
原
文
に
忠
実
に
と
つ
と
め
た
が
、
略
体
字
、

　
　
異
体
字
及
び
変
体
反
名
は
現
代
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　
一
、
誤
字
、
脱
字
と
見
ら
れ
る
部
分
も
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
し
、
マ
マ
書
き
を
付
し

　
　
た
。

　
一
、
原
本
の
丁
移
り
は
「
』
」
で
示
し
、
（
）
内
に
表
紙
を
含
め
て
数
え
た
丁
番
・

　
　
号
を
記
し
た
。
各
丁
の
表
裏
の
別
は
そ
れ
ぞ
れ
「
オ
」
「
ウ
」
で
示
し
た
。

　
一
、
翻
刻
に
表
し
得
な
か
、
た
こ
と
及
び
参
考
事
項
等
に
つ
い
て
末
尾
に
注
記
し

　
　
た
。

　
翻
刻
本
文

明
治
四
十
一
學
年
第
二
學
期

教
授
案

　
　
携
當

　
　
　
福
冨
ヒ
ロ

火水

（
白
紙
）

』ヨ』＝

（
ー
オ
）

（
ー
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
九
月
一
日

　
（
1
）

　
（
佐
田
印
）
　
第
一
週
　
　
　
　
　
　
　
（
福
冨
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
全
　
六
日

題
目
　
だ
い
十
五
、
せ
み
、
第
一
節

　
　
　
　
形
式
1
1
新
文
字
「
木
」
教
授

　
　
　
　
内
容
1
1
せ
み
に
関
し
て
観
察
問
答
を
試
み
其
の
内
容
を
摘
示
す

教
授
　
1
、
前
學
期
末
教
授
事
項
簡
易
問
答

　
　
　
2
、
目
的
指
示
、
今
日
は
皆
さ
ん
の
好
く
知
れ
る
蝉
に
っ
き
て
勉
強
致

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
し
ま
し
う

　
　
　
3
、
内
容
観
察
問
答

　
　
　
4
、
新
文
字
提
示

　
　
　
5
、
豫
習
大
意
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
オ
）

　
　
　
6
、
讃
方
　
話
方

　
　
　
7
、
斉
讃
練
習

　
　
　
8
、
本
文
を
離
れ
て
壇
上
談
話
練
習

　
　
　
9
、
全
文
を
あ
げ
て
書
取
り
練
習

題
目
全
前
第
二
節

　
　
　
　
形
式
1
1
新
文
字
「
上
、
土
」
難
句
「
は
じ
め
、
あ
つ
く
な
る
と
」
等
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教
授

木
　
題
目

　
　
　
　
　
教
授

　
　
内
容
1
1
せ
み
の
冬
は
土
中
に
あ
り
て
夏
に
至
り
上
に
出
て
来
る
理
由

　
　
　
　
　
な
ど
問
答
な
し
っ
＼
内
容
を
知
ら
し
む

　
1
、
前
回
復
習
問
答

　
2
、
指
示
　
昨
日
の
績
き
を
調
べ
ん
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
ウ
）

　
3
、
内
容
問
答

　
4
、
新
文
字
提
示

　
5
、
豫
習
大
意
問
答

　
6
、
讃
方
　
話
方

　
7
、
難
句
ノ
提
示
、
及
び
使
用
練
習

　
8
、
讃
方
　
話
方

　
9
、
共
讃
法

　
マ
マ

　
u
、
短
句
を
口
唱
し
て
書
取
練
習

全
前
　
第
三
節

　
　
形
式
1
1
難
旬
、
「
人
ハ
之
れ
を
」
「
ぬ
け
が
ら
」
等
教
授

　
　
内
容
H
せ
み
の
ぬ
け
が
ら
に
つ
き
簡
易
説
明
を
加
へ
其
の
土
中
よ
り

　
　
　
　
　
出
で
外
気
に
ふ
れ
て
い
か
な
る
変
化
』
（
3
オ
）
を
き
た
す

　
　
　
　
　
や
を
知
ら
し
む

（
2
）　

1
、
前
回
復
習
問
答

　
2
、
指
示
、
今
日
は
せ
み
の
着
物
に
つ
き
て
お
も
し
ろ
い
話
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
を
調
べ
ま
し
う

　
3
、
豫
習
大
意
問
答

　
4
、
内
容
簡
易
説
明

　
5
、
讃
方
　
話
方

　
　
島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）

金土

教
授

　
　
　
　
　
　
マ
マ

6
、
難
句
の
意
儀
及
び
使
用
練
習

7
、
讃
方
話
方

8
、
達
讃
練
習

9
、
全
文
の
書
取
り

全
前
　
第
四
節
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
ウ
）

　
形
式
1
1
既
授
難
旬
の
復
習

　
内
容
1
1
既
授
の
内
容
に
つ
き
更
に
補
足
問
答
を
試
む

1
、
前
回
復
習
問
答

2
、
蝉
に
関
す
る
談
話
（
各
児
の
経
験
談
）
を
な
さ
し
め
兼
ね
て
之
れ

　
　
に
関
す
る
質
問
を
受
く

全
前
　
第
五
節

形
式
H
難
句
「
お
も
し
ろ
が
一
て
、
そ
の
と
き
、
え
だ
、
み
ん
く

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
」
等
意
儀
及
使
用
練
習

　
内
容
1
1
各
児
の
経
験
に
よ
り
既
に
熟
知
せ
る
蝉
の
喘
聲
を
問
答
し
そ

　
　
　
　
の
内
容
を
摘
示
す

1
、
指
示
、
今
日
は
皆
さ
ん
の
よ
く
知
れ
る
蝉
の
蹄
聲
に
つ
い
て
調
べ

　
　
　
　
　
ま
せ
う

　
　
　
　
イ
ニ
一
二
の
児
童
に
蝉
の
暗
聲
を
な
さ
し
む

2
、
豫
習
大
意
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
4
オ
）

3
、
讃
方
　
話
方

4
、
難
句
の
提
示

5
、
共
讃
法

6
、
全
文
を
あ
げ
て
書
取
り
練
習
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月火火

　
　
　
　
島
根
県
遷
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
⑱
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
⑧
昌
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
九
月
七
日

　
　
（
佐
田
印
）
　
第
二
週
　
　
　
　
　
　
（
福
冨
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
〃
　
十
三
日

題
目
全
前
復
習

教
授
　
1
、
前
回
第
五
節
補
足
復
習
を
な
す

題
目
　
だ
い
十
五
、
せ
み
　
総
練
習

　
　
　
　
形
式
↓
則
各
節
の
新
文
字
、
難
語
旬
の
復
習

　
　
　
　
内
容
H
前
各
節
の
容
レ
内
復
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

教
授
　
1
、
指
示
、
今
日
は
「
せ
み
」
の
慮
を
総
練
習
致
し
ま
し
う
』
（
4
ウ
）

　
　
　
2
、
各
節
の
讃
方
　
話
方

　
　
　
3
、
全
課
の
達
讃
練
習

　
　
　
4
、
次
郎
と
父
と
を
選
出
し
て
壇
上
談
話
練
習

　
　
　
5
、
口
唱
、
短
句
書
取
り
練
習

　
　
　
　
　
　
　
　
綴
方

例
題
　
せ
み

　
　
文
例

　
　
　
　
イ
せ
み
は
、
ふ
ゆ
に
は
土
の
中
に
、
は
い
っ
て
ゐ
て
、
な
つ
に
、
な

　
　
　
　
　
る
と
、
で
て
き
、
上
の
き
も
の
を
ぬ
ぎ
ま
す
。

　
　
　
　
　
せ
み
の
ぬ
け
か
ら
は
、
大
き
な
、
は
ち
に
、
に
て
ゐ
て
、
あ
し
か

　
　
　
　
　
六
ぼ
ん
あ
り
ま
す
、

教
授
　
1
、
讃
本
に
於
て
既
に
授
け
た
る
蝉
に
関
し
て
問
答
す

　
　
　
2
、
文
意
の
客
口
を
授
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
5
オ
）

　
　
　
3
、
各
児
石
盤
に
記
述
せ
し
む

　
　
　
4
、
二
三
の
児
童
に
讃
ま
し
む

水
題
目

教
授

木
　
題
目

5
、
中
等
児
の
文
を
板
書
し
批
評
訂
正
す

6
、
帖
簿
筆
記
ハ
排
す

　
　
　
　
　
讃
方

だ
い
十
六
あ
さ
が
ほ
第
一
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
形
式
H
難
句
「
か
き
ね
、
し
ぼ
り
、
う
っ
く
し
」
等
意
儀
及
び
使
用

　
　
　
　
練
習

　
内
容
H
あ
さ
が
ほ
の
、
花
、
色
、
形
態
、
等
に
つ
き
実
物
観
察
、
果

　
　
　
　
實
に
つ
き
て
簡
易
説
明
、
更
に
人
類
と
の
関
係
に
渡
り
て
培

　
　
　
　
養
問
答
を
な
し
其
の
内
容
を
領
得
せ
し
む
　
　
』
（
5
ウ
）

1
、
目
的
指
示
、
今
日
は
皆
さ
ん
の
よ
く
知
れ
る
あ
さ
が
ほ
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
勉
強
致
し
ま
し
う

2
、
実
物
及
び
標
本
に
つ
き
て
観
察
問
答

　
　
イ
、
皆
さ
ん
の
内
に
は
朝
顔
の
花
が
あ
り
ま
す
か

　
　
口
、
花
の
色
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
、
形
は
何
に
似
て
ゐ
ま

　
　
　
　
す
か

　
　
ハ
、
果
実
に
つ
き
簡
易
説
明

　
　
二
、
人
は
何
故
に
之
れ
を
垣
根
に
培
養
し
ま
す
か
。
朝
と
く
起
き

　
　
　
　
て
美
し
い
朝
顔
の
花
見
れ
ば
如
何
な
る
心
地
す
る
や

3
、
豫
習
大
意
問
答
及
び
難
句
の
提
示

4
、
讃
方
　
語
方

5
、
斉
讃
練
習

全
前
　
復
習
及
第
二
節

　
形
式
1
1
前
回
難
旬
補
足
教
授
及
び
第
二
節
教
授
　
　
　
』
（
6
オ
）

　
内
容
H
補
足
復
習
及
び
二
節
内
容
教
授
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教
授

金
　
題
目

教
授

土
　
題
目

1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

2
、
指
示
、
昨
日
の
続
き
を
調
べ
ま
し
う

3
、
豫
習
大
意
問
答

4
、
讃
方
　
話
方

5
、
七
五
調
の
意
義
、
及
び
説
明

6
、
讃
方
　
話
方

7
、
韻
を
踏
み
て
単
調
な
る
作
詩
練
習

8
、
共
讃
法

ダ
イ
十
七
ウ
ミ
第
一
節

　
形
式
”
難
旬
「
ド
ッ
チ
、
ム
カ
フ
」
等
吟
味
　
　
　
　
』
（
6
ウ
）

　
内
容
1
1
挿
書
の
観
察
よ
り
導
き
て
「
ウ
ミ
」
な
る
も
の
の
内
容
を
授

　
　
　
　
く

1
、
前
回
復
習
問
答

2
、
指
示
、
今
日
ば
皆
さ
ん
の
す
き
な
「
ウ
ミ
」
に
就
て
學
ば
ん

3
、
挿
書
観
察
「
海
」
な
る
も
の
の
内
容
を
授
く

4
、
讃
方
話
方

5
、
難
旬
の
提
示
及
び
之
れ
か
吟
味

6
、
讃
方
話
方

7
、
口
唱
短
旬
書
取
り
練
習

全
前
　
第
二
節

　
形
式
H
新
文
字
「
川
」
難
句
「
イ
ケ
ナ
ド
、
チ
ガ
ッ
テ
ア
ヲ
ア
ヲ
」

　
　
　
　
等
意
義
及
使
用
練
習

　
内
容
H
前
回
観
察
問
答
に
訴
へ
て
そ
の
海
の
内
容
を
知
ら
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
7
オ
）

　
島
根
県
麹
摩
郡
福
光
尋
常
ハ
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）

月

教
授
　
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
　
2
、
指
示
、
今
日
昨
日
の
績
き
を
調
べ
ん

　
　
　
3
、
新
文
字
の
提
示

　
　
　
4
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
　
5
、
讃
方
　
話
方

　
　
　
6
、
難
句
の
吟
味

　
　
　
7
、
斉
讃
練
習

　
　
　
8
、
全
文
を
あ
げ
て
書
取
り
練
習

　
　
　
9
、
各
児
書
取
り
文
を
讃
て
朗
讃
練
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
九
月
十
四
日

　
（
佐
田
印
）
　
第
三
週
　
　
　
　
　
　
（
福
冨
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
〃
　
二
十
日

題
目
　
全
前
第
三
節
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
7
ウ
）

　
　
　
　
形
式
1
1
難
語
旬
、
「
ス
ナ
ジ
、
ヨ
セ
テ
キ
テ
、
ア
ラ
ッ
テ
」
等
、
意

　
　
　
　
　
　
　
義
及
び
使
用
練
習

　
　
　
　
内
容
“
嘗
て
海
辺
に
て
遊
び
た
る
児
童
の
経
験
談
よ
り
導
き
て
其
の

　
　
　
　
　
　
　
内
容
を
授
く

教
授
　
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
、
海
の
波
打
ち
き
は
で
遊
ん
で
ゐ
る
と
ど
ん
な
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
地
か
す
る
か
、
其
の
と
こ
ろ
を
調
べ
て
見
ま
し
う

　
　
　
3
、
随
意
児
童
の
海
岸
に
於
け
る
経
験
談

　
　
　
4
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
　
5
、
讃
方
　
話
方

　
　
　
6
、
難
句
の
吟
味
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火
　
題
目

教
授

　
島
根
県
遜
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
。
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）

7
、
壇
上
達
讃
練
習

8
、
本
文
を
離
れ
て
壇
上
談
話
練
習

9
、
短
句
口
唱
書
取
練
習

全
前
第
四
節
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
8
オ
）

　
形
式
1
1
難
句
「
コ
コ
デ
、
キ
レ
イ
ナ
、
ヒ
ロ
ッ
タ
リ
」
、
新
文
字

　
　
　
　
　
「
水
」
等
、
教
授
及
び
魔
用

　
内
容
1
1
前
例
に
よ
り
、
児
童
の
海
浜
に
於
け
る
経
験
談
よ
り
導
き
て

　
　
　
　
内
容
を
会
得
せ
し
む

1
、
前
回
復
習
問
答

2
、
指
示
、
今
日
は
皆
さ
ん
、
の
す
き
な
、
海
辺
て
色
々
と
面
白
い
遊

　
　
　
　
　
び
す
る
と
こ
ろ
を
調
べ
ま
せ
う

3
、
皆
さ
ん
は
浜
辺
て
遊
ぷ
と
、
ど
ん
な
も
の
か
目
に
っ
き
ま
す
か

4
、
貝
殻
や
、
小
石
に
は
ど
ん
な
、
形
態
の
も
の
が
あ
り
ま
す
か
又
何

　
　
に
使
用
し
ま
す
か

5
、
夏
の
暑
ひ
時
人
か
海
て
泳
い
だ
り
体
を
磨
擦
し
た
り
し
ま
す
か
、

　
　
あ
れ
を
何
と
云
ひ
ま
す
か

6
、
海
水
浴
は
人
体
に
ど
ん
な
効
能
か
あ
る
か

7
、
豫
習
大
意
問
答
及
び
新
文
字
提
示
　
　
　
　
　
　
　
』
（
8
ウ
）

8
、
讃
方
話
方

9
、
難
句
の
吟
味

1
0
、
讃
方
話
方

1
1
、
本
文
を
は
な
れ
て
壇
上
談
話
練
習

1
2
、
斉
讃
練
習

1
3
、
新
字
、
及
難
句
口
唱
書
取
り
練
習

火水

　
　
　
　
　
　
　
　
綴
方

題
例
、
あ
さ
か
ほ
、

　
　
1
、
文
例
、

　
　
　
　
　
ω
、
あ
さ
か
ほ
は
、
か
き
ね
に
、
っ
る
を
、
ま
き
っ
け
て
ゐ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
、
は
や
く
、
お
き
て
、
み
ま
す
、
あ
か
や
し
ろ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
9
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
し
ぼ
り
の
は
な
が
、
き
れ
い
に
さ
い
て
、
わ
た
く
し
ら
を
、

　
　
　
　
　
　
　
む
か
へ
て
く
れ
ま
す
、

　
　
　
　
　
口
、
あ
さ
か
ほ
は
、
あ
か
や
、
し
ろ
や
、
し
ぽ
り
や
い
ろ
く
の

　
　
　
　
　
　
　
花
か
さ
い
て
、
た
い
そ
－
き
れ
い
て
す
、

教
授
　
1
、
已
授
あ
さ
か
ほ
の
観
察
問
答

　
　
　
2
、
時
間
の
都
合
、
或
は
児
童
の
着
想
如
何
に
よ
り
て
前
文
例
の
款
れ

　
　
　
　
　
か
を
適
用
し
各
児
石
盤
に
記
述
せ
し
む

　
　
　
3
、
二
一
二
児
に
讃
ま
し
め
、
中
等
児
の
も
の
を
板
書
、
批
評
訂
正
す

　
　
　
4
、
適
宜
讃
書
帖
に
記
載
せ
し
む

　
　
　
5
、
帳
簿
に
よ
り
て
共
讃
練
習

　
　
　
　
　
　
　
　
読
方

題
目
全
前
第
五
節
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
9
ウ
）

　
　
　
　
形
式
1
1
難
旬
「
ソ
ノ
ホ
カ
、
イ
ロ
イ
ロ
、
」
等
吟
味

　
　
　
　
内
容
1
－
海
の
観
察
問
答
よ
り
得
た
る
其
の
魚
貝
海
藻
よ
り
導
き
て
、

　
　
　
　
　
　
　
挿
画
の
観
察
。
其
内
容
を
明
瞭
な
ら
し
む

教
授
　
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
皆
さ
ん
の
す
き
な
、
魚
や
貝
の
と
こ
ろ
を
調
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
見
ま
し
う
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3
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
　
4
、
讃
方
　
話
方

　
　
　
5
、
難
旬
の
意
義
及
び
之
れ
を
使
用
し
て
綴
方
練
習

　
　
　
6
、
壇
上
達
讃
練
習

　
　
　
7
、
本
文
を
は
な
れ
て
壇
上
談
話
練
習
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
0
オ
）

　
　
　
8
、
斉
讃
練
習

　
　
　
9
、
全
文
を
あ
げ
て
書
取
り
練
習

　
　
　
1
0
、
整
理
H
形
式
、
内
容
問
答

題
目
、
ダ
イ
十
七
　
ウ
ミ
　
総
練
習

　
　
　
　
形
式
1
1
前
例
形
式
事
項
吟
味

　
　
　
　
内
容
1
1
全
前
　
内
容
事
項
提
示

教
授
　
1
、
海
に
つ
き
て
の
問
答

　
　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
「
ウ
ミ
」
の
虜
総
練
習
を
致
し
ま
し
う

　
　
　
3
、
各
節
の
讃
方
、
談
方

　
　
　
4
、
全
文
を
通
じ
て
讃
方
談
方

　
　
　
（
3
）

　
　
　
5
、
形
式
事
項
吟
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
0
ウ
）

題
目
　
だ
い
十
八
　
か
ら
す
と
は
ま
ぐ
り

　
　
　
　
病
気
の
た
め
早
退

　
　
　
全
上
　
早
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
九
月
廿
一
日

　
（
佐
田
印
）
　
第
四
週
　
　
　
　
　
　
　
（
福
冨
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
九
月
廿
七
日

　
　
　
病
気
の
た
め
欠
勤

題
目
　
だ
い
十
八
　
か
ら
す
と
は
ま
ぐ
り
　
総
練
習

　
　
　
　
島
根
県
遜
摩
郡
福
光
尋
常
ハ
学
校
一
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）

木水
教
授

題
目

教
授

　
形
式
1
1
新
字
「
下
」
難
句
「
あ
つ
ま
っ
て
、
な
か
な
か
　
と
1
と
－
、

　
　
　
　
そ
の
う
ち
に
、
等
復
習
吟
味

　
内
容
u
既
習
問
答
よ
り
、
ひ
き
て
彼
の
か
ら
す
の
如
く
あ
く
ま
で
も

　
　
　
　
辛
抱
強
か
ら
ん
こ
と
を
話
し
聞
か
し
む

1
、
前
各
節
の
復
習
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
u
オ
）

2
、
指
示
、
今
日
は
皆
さ
ん
か
外
の
先
生
に
教
は
っ
た
所
を
総
練
習
し

　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
て
み
ま
し
う

3
、
各
節
の
讃
方
　
話
方

4
、
新
文
字
、
難
旬
の
吟
味

5
、
全
体
の
讃
方
、
話
方

6
、
本
文
を
は
な
れ
壇
上
話
方
練
習

7
、
口
唱
難
旬
書
取
り
練
習

祭
日

タ
イ
十
九
　
ブ
ド
ー
　
第
一
節

　
形
式
1
1
難
句
「
マ
ー
、
ミ
ゴ
ト
ナ
、
オ
ヂ
イ
サ
ン
』
（
1
ー
ウ
）
サ
シ

　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
キ
、
等
、
意
義
及
び
使
用
練
習

　
内
容
1
1
挿
画
の
観
察
よ
り
導
き
て
凡
て
ぢ
ゆ
も
く
は
年
数
を
へ
ざ
れ

　
　
　
　
ば
そ
の
成
長
と
収
穫
と
を
得
る
能
は
さ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
、

　
　
　
　
猶
ほ
更
に
祖
先
の
大
切
な
る
こ
と
を
簡
易
話
し
聞
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

ー
、
指
示
、
今
日
は
ぶ
ど
－
の
こ
と
に
就
い
て
調
べ
ま
し
う

2
、
挿
画
観
察
の
余
備
と
し
て
ぶ
ど
1
に
関
し
種
々
の
発
問
を
試
み
、

　
　
而
し
て
挿
画
と
比
較
封
照
せ
し
む

3
、
本
節
の
豫
習
大
意
問
答

　
　
イ
、
そ
の
葡
萄
を
植
え
た
の
は
太
郎
さ
ん
の
誰
れ
に
あ
た
る
人
で
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金月

　
　
　
　
島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
④
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
⑧
昌
子
）

　
　
　
　
　
　
　
す
か

　
　
　
　
　
口
、
お
ぢ
い
さ
ん
と
は
、
ど
ん
な
方
で
す
か
、
皆
さ
ん
に
は
内
に

　
　
　
　
　
　
　
祖
父
母
様
か
お
ら
れ
ま
す
か
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
2
オ
）

　
　
　
　
　
ハ
、
太
郎
さ
ん
の
お
ぢ
い
さ
ん
が
、
葡
萄
の
さ
し
き
し
た
の
は
誰

　
　
　
　
　
　
　
れ
の
為
め
を
思
っ
て
で
す
か

　
　
　
4
、
讃
方
話
方

　
　
　
5
、
難
句
の
吟
味
及
び
使
用
練
習

　
　
　
6
、
達
讃
練
習

　
　
　
7
、
本
文
を
は
な
れ
て
話
方
練
習

　
　
　
8
、
斉
讃

　
　
　
9
、
口
唱
短
旬
書
取
練
習

　
　
（
4
）

題
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
2
ウ
）

　
　
　
　
自
第
五
週
よ
り
至
第
七
週
迄
病
気
欠
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
十
月
十
九
日

　
（
佐
田
印
）
　
第
八
週
　
　
　
　
　
　
（
福
冨
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
〃
　
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
讃
方

題
目
新
書
巻
四
だ
い
一
こ
た
ろ
ー
の
む
ら
第
一
節

　
　
　
　
形
式
1
1
新
文
字
「
村
、
百
」
難
句
「
そ
の
う
ち
に
、
か
は
ら
や
ね
の

　
　
　
　
　
　
　
い
へ
が
、
三
げ
ん
あ
り
ま
す
」
「
と
き
ど
き
」
等
吟
味

　
　
　
　
内
容
1
1
挿
画
の
観
察
よ
り
入
り
主
と
し
て
村
役
場
と
村
民
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
及
び
學
校
、
駐
在
所
等
各
々
異
に
せ
る
点
を
容
易
に
説
明
、

　
　
　
　
　
　
　
而
し
て
児
童
村
内
と
小
太
郎
の
村
町
等
比
較
封
照
し
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
内
容
を
授
く

月

教
授
1
、
新
書
に
移
る
心
得
等
の
注
意
を
與
ふ
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
3
オ
）

　
　
2
、
目
的
指
示
　
今
日
は
ハ
太
郎
さ
ん
の
村
に
つ
い
て
調
べ
ん

　
　
3
、
新
文
字
提
示
及
び
豫
習
大
意
問
答

　
　
4
、
讃
方
－
斉
讃

　
　
5
、
内
容
提
示

　
　
　
イ
、
ハ
太
郎
の
村
に
は
家
か
何
家
あ
る
か
、
⑧
⑧
⑧
そ
の
内
三
家
の
瓦

　
　
　
　
　
ぶ
き
の
家
は
ど
こ
く
な
る
か

　
　
　
口
、
ハ
太
郎
の
お
父
様
は
何
の
役
を
勤
め
て
在
ら
る
か
⑧
⑧
⑧
⑧
そ
の

　
　
　
　
　
村
長
か
時
々
学
校
へ
被
入
る
の
は
何
の
故
な
る
か

　
　
　
ハ
、
か
く
し
て
受
場
は
村
民
の
た
め
に
非
常
な
る
労
苦
を
執
る
な
る
関

　
　
　
　
　
係
説
明
、
且
そ
の
役
員
に
つ
き
て
、
　
　
　
　
　
　
」
（
1
3
ウ
）

　
　
　
二
、
駐
在
所
は
警
察
と
の
聯
絡
を
知
ら
し
め
巡
査
の
職
務
に
関
す
る
大

　
　
　
　
　
要
を
問
答
し
て
そ
の
必
要
な
る
以
所
を
知
ら
し
む
且
査
公
に
封
す

　
　
　
　
　
る
心
得
を
も
合
せ
て

　
　
　
ホ
、
い
か
な
る
村
と
難
も
大
抵
、
受
場
、
学
校
、
駐
在
所
の
必
要
な
る

　
　
　
　
　
こ
と
を
知
ら
し
め
勘
く
と
も
村
の
建
物
は
之
れ
と
民
家
等
よ
り
な

　
　
　
　
　
る
こ
と
を
話
し
聞
か
し
む

　
　
6
、
讃
方
話
方

　
　
7
、
共
讃
、
及
び
難
句
の
吟
味

　
　
8
、
形
式
事
項
中
、
新
文
字
及
び
難
旬
、
口
唱
書
取
り

　
　
　
　
　
　
綴
方

文
題
　
き
く
。

　
　
1
、
文
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
4
オ
）

　
　
　
イ
、
き
く
に
は
、
あ
か
、
し
ろ
、
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
は
な
か
あ
り
ま



u
火水

　
　
　
　
　
す
。
か
き
ね
に
う
え
る
と
た
い
そ
－
き
れ
い
て
す
。

教
授
1
、
き
く
の
花
に
つ
き
各
児
之
知
れ
る
と
こ
ろ
問
答

　
　
2
、
文
意
組
織
問
答

　
　
3
、
既
に
一
個
の
組
織
せ
る
も
の
を
各
児
暗
唱
せ
し
む

　
　
4
、
各
児
石
盤
に
記
述
せ
し
む

　
　
5
、
中
等
児
之
も
の
板
書
し
て
批
評
訂
正
す

　
　
6
、
訂
正
せ
る
も
の
を
、
個
讃
或
は
共
讃
せ
し
む

　
　
7
、
帳
簿
記
載
は
后
時
と
な
し
て
検
閲
を
試
み
ん
と
す
　
　
』
（
1
4
ウ
）

　
　
　
　
　
　
讃
方

題
目
全
前
第
二
節

　
　
　
　
形
式
1
1
難
旬
「
し
ん
せ
つ
。
て
い
ね
い
。
は
や
り
や
ま
い
」
等
教
授

　
　
　
　
内
容
u
児
童
の
現
状
に
比
較
し
て
小
太
郎
の
村
の
先
生
、
巡
査
等
が

　
　
　
　
　
　
　
い
か
に
そ
の
斯
道
の
た
め
に
尽
し
つ
㌧
あ
る
か
を
知
ら
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
目
的
指
示
、
今
日
は
ハ
太
郎
の
村
の
先
生
、
巡
査
等
は
ど
ん
な
人
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
を
調
べ
て
み
ま
し
う

　
　
3
、
形
式
事
項
中
の
難
句
、
問
答
教
授

　
　
4
、
本
節
讃
方
　
話
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
5
オ
）

　
　
5
、
斉
讃

　
　
マ
マ

　
　
7
、
壇
上
談
話
練
習
1
1
本
文
を
離
れ
て

　
　
マ
マ

　
　
8
、
全
文
を
あ
げ
て
速
罵
練
習

　
　
マ
マ

　
　
9
、
速
罵
せ
し
も
の
を
達
讃
練
習

題
目
．
全
前
」
≡
、
蟹
土
節

　
　
　
　
形
式
1
1
新
文
字
「
家
」
、
難
語
句
「
し
あ
は
せ
、
あ
ん
し
ん
」
等
の

　
　
　
　
島
根
県
題
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
。
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
」
（
田
中
国
昌
子
）

木

　
　
　
　
　
　
　
意
義
吟
味
、
及
び
薩
用

　
　
　
　
内
容
H
か
く
て
、
平
和
な
る
孤
村
に
起
臥
せ
る
小
太
郎
等
の
如
何
に

　
　
　
　
　
　
　
幸
福
な
る
べ
き
か
を
知
ら
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
目
的
指
示
、
今
日
は
ハ
太
郎
等
か
い
か
な
る
風
に
暮
ら
し
て
ゐ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
と
こ
ろ
を
調
べ
て
見
ま
し
う
　
　
　
』
（
1
5
ウ
）

　
　
3
、
新
文
字
「
家
」
の
教
授

　
　
4
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
5
、
讃
方
　
話
方

　
　
6
、
難
句
の
提
示
及
び
之
れ
か
臆
用

　
　
7
、
讃
方
　
話
方

　
　
8
、
本
文
を
は
な
れ
て
談
方
練
習

　
　
9
、
全
文
の
書
取
り
及
び
之
れ
を
斉
讃
せ
し
む

題
目
　
だ
い
一
、
こ
た
ろ
－
の
む
ら
総
練
習

　
　
　
　
形
式
1
1
新
字
「
村
、
百
、
家
」
難
句
「
か
は
ら
や
ね
、
み
ま
は
る
、

　
　
　
　
　
　
　
は
や
り
や
ま
い
、
し
あ
は
せ
」
等
暗
書

　
　
　
　
内
容
1
ー
ハ
太
郎
の
村
は
い
か
な
る
組
織
よ
り
な
り
て
村
民
の
如
何
に

　
　
　
　
　
　
　
生
活
を
な
し
つ
㌧
あ
る
か
を
復
習
す
、

教
授
1
、
目
的
指
示
、
今
日
は
だ
い
一
の
総
練
習
せ
ん
　
　
　
　
』
（
1
6
オ
）

　
　
2
、
各
節
内
容
問
答

　
　
3
、
各
節
の
讃
方
　
話
方

　
　
4
、
全
体
の
讃
方
　
語
方

　
　
5
、
難
語
旬
の
意
義
問
答

　
　
6
、
壇
上
達
讃
練
習
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木金

　
　
　
　
島
根
県
適
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
④
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）

　
　
7
、
更
に
本
文
を
は
な
れ
て
談
方
練
習

　
　
8
、
形
式
事
項
中
、
新
文
字
及
び
難
句
の
暗
書

　
　
　
　
　
　
綴
方

文
題
　
こ
た
ろ
ー
の
村

　
　
1
、
文
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
6
ウ
）

　
　
　
　
イ
、
そ
れ
て
す
か
ら
、
ど
の
家
で
も
安
心
し
て
、
ね
た
り
、
お
き
た

　
　
　
　
　
　
り
、
は
た
ら
い
た
り
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。
か
う
い
ふ
村
に

　
　
　
　
　
　
ゐ
る
、
こ
た
ろ
1
ら
は
、
し
あ
は
せ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
授
1
、
前
文
例
を
口
唱
し
て
各
児
石
盤
に
記
述
せ
し
む

　
　
2
、
二
一
二
児
に
讃
ま
し
む
（
但
し
之
れ
は
讃
本
文
中
の
あ
る
；
阜
部
な
り
）

　
　
3
、
中
等
の
も
の
を
板
書
し
て
批
評
訂
正
す
、

　
　
4
、
更
に
句
点
の
う
ち
方
を
吟
味
し
て
之
れ
を
正
す

　
　
5
、
讃
ま
し
め
話
さ
し
む

　
　
6
、
「
し
あ
は
せ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
「
あ
り
ま
す
」
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
7
オ
）

題
目
ダ
イ
ニ
、
ウ
マ
ト
ウ
シ
第
一
節

　
　
　
　
形
式
“
新
文
字
「
車
」
難
語
句
、
「
カ
ッ
テ
ア
リ
マ
ス
」
「
ス
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
ト
モ
デ
キ
マ
ス
」
等
意
儀
の
吟
味
及
び
魔
用
、

　
　
　
内
容
n
馬
に
関
し
て
児
童
の
知
れ
る
所
を
問
答
し
且
つ
教
え
な
ど
し

　
　
　
　
　
　
て
そ
の
内
容
を
明
瞭
な
ら
し
む

教
授
1
、
目
的
指
示
、
今
日
は
皆
さ
ん
が
好
く
知
れ
る
馬
に
就
て
調
べ
て
見
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
う

　
　
2
、
内
容
問
答

　
　
3
、
形
式
事
項
提
示

土月

　
　
4
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
5
、
讃
方
　
話
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
7
ウ
）

　
　
6
、
難
句
の
吟
味
及
び
藤
用

　
　
7
、
本
文
を
は
な
れ
て
壇
上
談
話
練
習

　
　
8
、
斉
讃

　
　
9
、
新
文
字
、
難
句
、
口
唱
書
取
り
練
習

題
目
　
波
積
小
學
校
へ
出
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
十
月
廿
六
日

　
（
佐
田
印
）
　
第
九
週
　
　
　
　
　
　
（
福
冨
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
十
一
月
一
日

題
目
全
前
第
二
節

　
　
　
　
形
式
H
新
字
「
牛
」
難
句
「
マ
グ
サ
。
カ
ッ
テ
ァ
リ
マ
ス
。
マ
ガ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
テ
ヰ
ル
し
等
意
義
及
び
臆
用

　
　
　
　
内
容
H
口
唱
し
て
各
自
石
盤
に
速
写
せ
し
め
、
誤
字
及
び
洩
字
、
旬

　
　
　
　
　
　
　
点
な
ど
批
評
訂
正
す
、

教
授
！
、
前
回
復
習
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
8
オ
）

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
前
の
績
き
を
口
唱
し
ま
す
か
ら
奇
麗
に
書
き
取
ツ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
頂
き
ま
し
う

　
　
3
、
第
二
節
口
唱
し
て
遠
写
せ
し
む

　
　
4
、
速
写
文
を
讃
ま
し
む

　
　
5
、
中
等
児
の
も
の
を
板
し
て
批
評
訂
正

　
　
6
、
新
文
字
「
牛
」
の
提
示
、
及
句
点
訂
正

　
　
7
、
各
児
石
盤
の
も
の
誤
謬
訂
正

　
　
8
、
讃
ま
し
め
話
さ
し
む
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9
、
難
句
の
意
義
及
び
魔
用
練
習

　
　
1
0
、
短
句
口
唱
書
取
り

題
目
　
全
前
二
節
観
察
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
8
ウ
）

　
　
　
　
形
式
1
1
既
授
の
新
字
、
難
句
の
復
習

　
　
　
　
内
容
1
1
既
授
馬
と
牛
と
を
比
較
封
照
し
て
そ
の
類
似
せ
る
と
異
な
る

　
　
　
　
　
　
　
点
と
を
問
答
し
且
つ
牛
に
関
す
る
簡
易
説
明
を
授
く

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
指
示
、
今
日
皆
さ
ん
の
よ
く
知
れ
る
牛
の
こ
と
に
つ
き
本
を
は
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
て
調
べ
て
見
ま
し
う

　
　
3
、
「
牛
」
1
を
提
示
し
て
左
の
問
答
を
な
す

　
　
　
イ
、
牛
と
馬
と
の
頭
部
の
比
較
よ
り
初
め
全
体
に
渡
り
て
の
形
態
を
比

　
　
　
　
　
較
封
照
問
答

　
　
　
口
、
人
類
と
牛
と
の
関
係
及
び
牛
乳
と
、
牛
肉
と
の
区
別
を
問
答
教
授

　
　
　
　
　
を
な
す

　
　
4
、
全
体
を
ま
と
め
て
話
さ
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
9
オ
）

　
　
5
、
新
文
字
、
難
旬
の
復
習

　
　
6
、
讃
方
、
話
方
及
び
達
讃
練
習

題
目
　
全
前
第
三
節

　
　
　
　
形
式
1
－
新
文
字
「
力
」
難
句
「
ビ
ョ
ー
キ
。
ヨ
ー
ジ
ョ
ー
」
等
教
授

　
　
　
　
　
　
　
及
び
意
義

　
　
　
　
内
容
1
1
既
授
牛
乳
ハ
牛
肉
等
の
効
能
を
問
答
し
本
文
を
提
示
し
て
更

　
　
　
　
　
　
　
に
実
用
を
明
瞭
な
ら
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
目
的
指
示
、
今
日
は
ハ
太
郎
さ
ん
か
病
気
の
時
ど
ん
な
養
生
を
し
た

　
　
　
　
島
根
県
錘
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
⑧
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
」
（
田
中
一
昌
子
）

土金木月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
そ
の
慮
を
調
べ
て
見
ま
し
う

　
　
3
、
容
レ
内
問
答

　
　
4
、
新
文
字
、
難
句
の
提
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
1
9
ウ
）

　
　
5
、
讃
方
　
話
方

　
　
6
、
難
句
、
ビ
ョ
ー
キ
、
ヨ
ー
ジ
ョ
ー
の
吟
味
及
び
使
用
練
習

　
　
7
、
讃
方
　
話
方

　
　
8
、
本
文
を
は
な
れ
て
談
方

　
　
9
、
達
讃

　
　
1
0
、
短
句
口
唱
書
取
り
練
習

題
目
　
今
村
鎮
守
祭
の
た
め
児
童
引
率
祭
穫
参
拝

　
　
　
祭
穫
臨
時
休
業

　
　
　
迩
摩
郡
教
育
研
究
會
当
校
に
て
開
始
の
た
め
児
童
休
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
十
一
月
二
日

　
（
佐
田
印
）
　
第
十
週
　
　
　
　
　
　
　
（
福
冨
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
〃
　
　
八
日
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
0
オ
）

題
目
　
ダ
イ
ニ
、
ウ
マ
ト
ウ
シ
第
四
節

　
　
　
　
形
式
1
1
新
字
「
田
」
難
旬
「
ウ
ヱ
ル
。
カ
リ
イ
レ
ル
」
等
教
授
及
び

　
　
　
　
　
　
　
吟
味

　
　
　
　
内
容
客
す

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
目
的
指
示
、
今
日
は
稲
か
り
や
、
稲
植
ゑ
る
時
牛
や
馬
が
ど
ん
な
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
傳
い
す
る
か
そ
れ
を
調
べ
て
見
や
う

　
　
3
、
新
文
字
提
示

　
　
4
、
豫
習
大
意
問
答
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⑧
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5
、
讃
方
　
話
方

　
　
6
、
難
旬
の
吟
味

　
　
7
、
達
讃
練
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
0
ウ
）

　
　
8
、
全
文
を
あ
け
て
書
取
り
練
習

　
　
9
、
書
取
り
た
る
も
の
を
更
に
讃
ま
し
め
話
さ
し
む

十
一
月
三
日
　
天
長
之
佳
節
、
謹
み
て
拝
賀
の
式
に
列
す

題
目
　
ダ
イ
ニ
　
ウ
マ
ト
ウ
シ
、
の
総
練
習

　
　
　
　
形
式
1
－
各
節
新
文
字
、
及
び
各
難
句
の
復
習
を
な
す

　
　
　
　
内
容
1
－
全
上
内
容
を
研
究
し
て
そ
の
記
臆
を
明
瞭
な
ら
し
む
且
ツ
臨

　
　
　
　
　
　
　
機
討
論
題
を
提
出
志
て
討
議
せ
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
ダ
イ
ニ
全
体
の
復
習
し
ま
し
う

　
　
3
、
各
節
内
容
問
答

　
　
4
、
各
節
の
讃
方
話
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
ー
オ
）

　
　
5
、
全
節
の
讃
方
話
方

　
　
6
、
難
旬
の
吟
味
及
び
薩
用

　
　
7
、
書
取
練
習
⑧
⑧
車
、
牛
、
力
、
田

　
　
8
、
討
論
題
⑧
⑧
牛
と
、
う
ま
と
は
、
ど
ち
ら
が
お
ほ
く
や
く
に
た
っ
か

　
　
9
、
結
議
⑧
⑧
⑧
敦
れ
も
か
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
家
畜
な
る
こ
と
を
適
示
す
、

題
目
だ
い
三
富
士
山
第
一
節

　
　
　
　
形
式
1
1
新
字
、
「
高
、
山
」
難
句
「
か
っ
こ
－
。
ち
ょ
－
ど
」
等
教

　
　
　
　
　
　
授
、
及
び
意
義
。
魔
用

　
　
　
　
内
容
…
先
づ
富
岳
の
絵
画
を
利
用
し
て
児
童
の
嘗
て
』
（
2
ー
ウ
）
見

　
　
　
　
　
　
た
り
聞
た
る
こ
と
を
、
想
起
せ
し
め
、
適
宜
問
答
に
よ
り
て

木

教
授
1
、

　　文
　1題
　文牛
イ例 8765432 　

　
　
そ
の
す
り
ば
ち
を
さ
か
さ
ま
に
な
し
た
る
如
き
、
及
び
風
景

　
　
　
の
佳
な
る
こ
と
頂
上
の
寒
き
こ
と
、
山
麓
の
森
林
に
富
め
る

　
　
　
こ
と
な
ど
を
知
ら
し
む
猶
ほ
且
っ
他
人
の
富
士
登
山
に
関
す

　
　
　
る
談
話
を
な
し
て
そ
の
一
班
を
想
像
せ
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

指
示
、
今
日
そ
の
絵
の
山
に
就
て
調
べ
て
見
ま
し
う

　
イ
、
そ
の
山
の
名
を
知
っ
て
ゐ
ま
す
か
⑧
⑧
⑧
二
昌
士
山
は
何
形

　
　
　
に
似
て
ゐ
ま
す
か

　
口
、
富
士
山
の
頂
上
に
は
草
木
な
く
し
て
麓
に
の
み
森
林
あ
る
は

　
　
　
何
故
か
⑧
⑧
⑧
⑧
然
り
山
頂
の
寒
き
こ
と
は
夏
季
猶
ほ
雪
の

　
　
　
堪
え
ざ
る
を
以
て
も
知
ら
る
へ
し

　
ハ
、
か
㌧
る
方
法
よ
り
出
で
＼
そ
の
内
容
を
授
く

新
文
字
「
高
、
山
」
の
教
授

豫
習
大
意
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
2
オ
）

讃
方
話
方

難
句
の
吟
味
及
び
魔
用
練
習

達
讃
、
及
び
壇
上
談
話
練
習

全
文
を
あ
げ
て
書
取
り

更
に
書
取
り
た
る
も
の
㌧
批
評
訂
正

　
　
綴
方

牛
は
田
ニ
デ
テ
ハ
タ
ラ
イ
タ
リ
、
オ
モ
イ
ニ
モ
ツ
ヲ
、
ハ
コ
ン

ダ
リ
車
ヲ
、
ヒ
イ
タ
リ
シ
マ
ス
。
マ
タ
牛
の
チ
チ
ト
ニ
ク
ト
ハ
、

タ
イ
ソ
ー
ヂ
ョ
ー
ニ
ナ
ル
モ
ノ
デ
ス
　
　
　
　
　
」
（
2
2
ウ
）
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教
授
1
、
牛
に
つ
き
既
授
問
答

　
　
2
、
文
意
を
概
括
し
て
言
語
に
発
表
せ
し
む

　
　
3
、
各
自
石
盤
に
綴
ら
し
む

　
　
4
、
；
二
児
に
讃
ま
し
め
中
等
児
の
も
の
を
板
書
す

　
　
5
、
板
書
せ
し
も
の
に
つ
き
批
評
訂
正
す

　
　
6
、
讃
ま
し
め
且
っ
話
さ
し
む
　
帳
簿
記
載
は
国
各
す

題
目
　
だ
い
三
　
富
士
山
　
第
二
節

　
　
　
　
形
式
1
1
新
文
字
、
「
穴
」
難
旬
、
「
む
か
し
。
こ
の
は
な
し
」
等
教

　
　
　
　
　
　
授
及
び
之
れ
か
吟
味

　
　
　
　
内
容
1
1
富
士
山
は
頂
上
に
至
る
ほ
ど
寒
烈
な
る
こ
と
及
び
そ
の
最
大

　
　
　
　
　
　
　
頂
天
に
は
穴
あ
て
昔
は
活
火
山
な
り
し
事
な
ど
簡
易
説
明
を

　
　
　
　
　
　
　
な
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
3
オ
）

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
本
節
内
容
事
項
簡
易
説
明
併
せ
て
新
文
字
「
穴
」
の
教
授

　
　
3
、
指
示
　
今
日
は
今
お
話
し
た
こ
と
の
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
を
調
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
見
ま
し
う

　
　
4
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
5
、
讃
方
話
方

　
　
6
、
難
句
の
吟
味

　
　
7
、
達
讃

　
　
8
、
本
文
を
は
な
れ
て
話
方
練
習

　
　
9
、
新
字
、
難
旬
の
書
取
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
3
ウ
）

題
目
　
全
前
　
第
三
節

　
　
　
　
形
式
“
新
字
「
白
」
難
旬
「
そ
れ
で
。
そ
し
て
。
こ
れ
を
み
て
。
お

　
　
　
　
島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）

月

　
　
　
　
　
　
　
1
」
等
教
授
及
び
吟
味
、
臆
用
、

　
　
　
　
内
容
1
－
文
吉
が
先
生
に
富
士
山
の
お
話
し
を
き
㌧
阪
る
と
そ
の
模
形
．

　
　
　
　
　
　
　
を
造
り
た
る
有
様
と
そ
の
思
考
の
面
白
き
様
と
を
知
ら
し
む

教
授
1
、
已
授
内
容
問
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
富
士
山
の
所
の
挿
画
に
つ
い
て
調
べ
て
見
ま
し
う

　
　
3
、
挿
画
観
察

　
　
　
　
イ
、
こ
の
子
は
今
何
を
な
し
っ
㌧
あ
る
か
。
⑧
⑤
⑧
二
し
の
子
は
と

　
　
　
　
　
　
こ
に
ゐ
る
か
野
原
か
、
家
か
。

　
　
　
　
口
、
家
の
庭
な
る
こ
と
は
何
に
て
判
明
す
る
か

　
　
　
　
ハ
、
こ
の
子
の
つ
く
り
し
山
は
何
山
に
に
て
ゐ
る
か
　
』
（
2
4
オ
）

　
　
4
、
本
文
提
示
、
新
字
「
白
」

　
　
5
、
難
句
の
吟
味

　
　
6
、
本
文
の
話
方

　
　
7
、
本
文
全
体
の
書
取
り

　
　
8
、
書
取
り
し
も
の
を
讃
ま
し
め
誤
謬
訂
正

　
　
9
、
更
に
讃
方
　
話
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
十
一
月
九
日

　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
　
　
　
　
第
十
一
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
〃
　
　
十
五
日

題
目
　
だ
い
三
　
富
士
山
　
総
練
習

　
　
　
　
形
式
H
新
字
「
山
、
高
、
穴
、
白
」
難
句
「
か
っ
こ
－
。
で
も

　
　
　
　
　
　
　
で
は
、
さ
か
さ
ま
」
等
の
吟
味
及
び
騰
用
』
（
2
4
ウ
）
し
て

　
　
　
　
　
　
　
使
用
練
習

　
　
　
　
内
容
1
1
全
体
の
復
習
外
に
尚
ほ
山
と
人
類
と
の
関
係
を
問
答
簡
易
説
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火

　
　
　
　
島
根
県
適
悸
郡
福
光
尋
常
小
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
」
（
田
中
・
昌
子
）

　
　
　
　
　
　
　
明
を
な
す

教
授
1
、
指
示
、
今
日
は
富
士
山
全
体
を
復
習
せ
ん

　
　
2
、
本
課
各
節
の
讃
方
　
話
方

　
　
3
、
全
文
を
通
じ
て
讃
方
　
話
方

　
　
4
、
形
式
中
の
難
旬
新
字
を
口
唱
書
取
ら
し
め
且
つ
適
宜
魔
用
し
て
之
に

　
　
　
　
よ
り
短
文
中
に
使
用
せ
し
む

　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
5
、
山
人
類
と
に
関
し
て
問
答
を
試
み
且
話
し
聞
か
し
む

　
　
　
イ
、
山
は
樹
木
を
吾
人
に
供
給
す

　
　
　
口
、
山
は
水
源
溺
養
の
利
あ
り

　
　
　
ハ
、
山
は
洪
水
の
原
因
と
な
る
害
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
5
オ
）

　
　
　
二
、
山
は
風
影
を
よ
く
す

　
　
　
ホ
、
山
は
交
通
の
便
あ
ら
ず

　
　
6
、
右
等
の
談
話
を
な
し
、
更
に
山
の
な
き
國
の
話
を
も
加
へ
て
一
層
山

　
　
　
　
の
利
益
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

題
目
　
だ
い
四
　
天
長
節
　
第
節

　
　
　
　
形
式
1
1
新
文
字
「
生
」
難
句
「
へ
い
か
、
お
い
は
ひ
、
お
め
で
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　
等
教
授
及
び
吟
味

　
　
　
　
内
容
H
天
長
節
の
由
来
及
び
そ
の
当
日
の
心
得
等
問
答
し
且
っ
こ
っ

　
　
　
　
　
　
　
き
と
お
い
は
ひ
日
と
の
関
係
を
簡
易
説
明
す
　
』
（
2
5
ウ
）

教
授
1
、
指
示
、
今
日
皆
さ
ん
か
好
く
知
っ
て
ゐ
る
天
長
節
に
つ
き
調
べ
て
見

　
　
　
　
　
　
　
ま
じ
う

　
　
2
、
天
長
節
の
由
来
及
び
当
日
の
心
得
問
答
及
び
こ
っ
き
の
簡
易
説
明
併

　
　
　
　
せ
て
新
文
字
「
生
」
の
教
授

　
　
3
、
豫
習
大
意
問
答

水木

　
　
4
、
讃
方
　
話
方

　
　
5
、
難
句
の
吟
味

　
　
　
　
イ
、
「
へ
い
か
」
と
は
至
尊
の
外
に
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
語
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
を
知
ら
し
む
そ
の
他
の
語
句
は
卑
近
の
例
を
あ
げ
て
説
明
せ
し

　
　
　
　
　
　
む

　
　
6
、
達
讃

　
　
7
、
壇
上
談
話
練
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
6
オ
）

　
　
8
、
新
字
、
難
旬
の
書
取
り

題
目
全
前
第
一
節
補
習
せ
し
む

教
授
1
、
末
段
に
於
て
全
体
の
書
取
り
を
せ
し
め
更
に
之
に
つ
き
て
誤
謬
訂
正

　
　
　
　
す

題
目
全
前
第
二
節

　
　
　
　
形
式
1
1
新
文
字
「
太
郎
」
の
教
授

　
　
　
　
内
容
1
1
挿
画
観
察
よ
り
本
文
の
内
容
を
授
け
併
せ
て
観
兵
式
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
話
し
聞
か
し
む

教
授
1
、
目
的
指
示
、
今
日
は
本
の
挿
画
に
つ
き
て
調
へ
て
見
よ
1

　
　
2
、
挿
画
観
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
6
ウ
）

　
　
3
、
新
文
字
、
教
授
及
豫
習
大
意
問
答

　
　
4
、
讃
方
　
話
方

　
　
5
、
本
文
と
挿
画
と
を
封
照
し
て
挿
画
中
、
太
郎
文
吉
の
両
名
を
あ
て
し

　
　
　
　
め
尚
此
の
絵
に
っ
き
て
、
わ
か
り
た
る
事
柄
を
い
は
し
む

　
　
6
、
文
中
の
一
段
を
書
取
ら
し
む

　
　
7
、
更
に
之
れ
に
よ
り
て
批
評
を
試
む

　
　
8
、
本
文
を
は
な
れ
て
太
郎
と
文
吉
の
談
話
練
習



17

木金

　
　
　
　
　
　
綴
方

文
題
　
ふ
じ
さ
ん

　
1
、
文
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
7
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
ィ
、
ふ
じ
さ
ん
は
日
本
で
二
は
め
の
高
い
山
で
す
、
そ
し
て
、
な
っ
で
も

　
　
　
　
ゆ
き
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
ま
た
い
ち
ば
ん
上
の
ほ
－
に
は
大
き
な
穴
が
あ
り
ま
す
、
む
か
し
は

　
　
　
　
そ
こ
か
ら
け
む
り
か
で
て
ゐ
ま
し
た

教
授
1
、
讃
本
に
て
既
授
富
士
山
の
問
答
を
な
す
、

　
　
2
、
文
意
を
ま
と
め
て
言
は
し
む

　
　
3
、
全
体
に
口
唱
せ
し
め
漢
字
の
提
示
を
な
す

　
　
4
、
綴
方
帖
に
た
ゾ
ち
に
綴
り
出
さ
し
む

　
　
5
、
全
児
童
の
も
の
を
集
め
添
削
し
て
後
日
返
附

　
　
　
　
　
　
讃
方

　
　
　
（
6
）

題
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
7
ウ
）

　
　
　
　
形
式
1
1
難
句
「
さ
っ
き
、
な
さ
れ
た
で
せ
う
、
あ
つ
め
て
、
ぼ
く
」

　
　
　
　
　
　
　
等
吟
味
及
び
使
用
練
習

　
　
　
　
内
容
H
既
授
観
兵
式
の
絵
画
を
見
せ
し
め
本
節
内
容
と
比
較
封
照
更

　
　
　
　
　
　
　
に
そ
の
記
臆
を
明
瞭
な
ら
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
前
お
話
し
て
置
い
た
観
兵
式
の
事
の
か
い
て
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
を
調
べ
て
見
ま
せ
う

　
　
3
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
4
、
讃
方
話
方

　
　
5
、
難
句
の
吟
味
及
び
使
用
練
習

　
　
　
　
島
根
県
遜
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
一
昌
子
）

土月火

　
　
6
、
斉
讃

　
　
7
、
太
郎
と
文
吉
と
を
出
し
て
封
話
練
習
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
8
オ
）

　
　
8
、
短
句
口
唱
書
取
り
練
習

　
　
（
7
）

題
目

教
授
1
、
全
前
第
三
節
補
習
教
授
を
試
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
十
一
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
第
十
二
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
〃
　
　
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
讃
方

題
目
　
天
長
節
　
総
練
習

　
　
　
　
形
式
H
新
文
字
、
難
句
の
吟
味
レ
復
習

　
　
　
　
内
容
1
1
前
各
節
に
於
け
る
内
容
を
反
復
し
て
尚
ほ
補
欠
復
習
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
8
ウ
）

教
授
1
、
指
示
、
今
日
は
て
ん
ち
ょ
－
せ
つ
の
所
を
総
練
し
や
う

　
　
2
、
天
長
節
に
関
し
て
内
容
問
答

　
　
3
、
本
課
各
節
の
讃
方
　
話
方

　
　
4
、
全
課
を
通
じ
て
讃
方
　
話
方

　
　
5
、
新
文
字
、
「
生
れ
、
太
郎
」
の
吟
味

　
　
6
、
難
句
「
お
め
で
た
い
、
お
い
は
ひ
、
お
し
ゃ
し
ん
、
ご
ら
ん
に
な
る
、

　
　
　
　
お
い
で
な
さ
い
」
等
意
義
及
び
魔
用

　
　
7
、
太
郎
と
文
吉
と
の
談
話
練
習

　
　
8
、
各
列
に
各
一
節
宛
の
斉
讃

　
　
9
、
短
旬
口
唱
書
取
り
練
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
2
9
オ
）

　
　
　
　
　
　
ト
ー
キ
ョ
ー

題
目
　
ダ
イ
五
　
東
京
（
一
）
　
第
一
節
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水

　
　
　
　
島
根
県
適
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
。
昌
子
）

　
　
　
　
形
式
1
1
新
字
「
日
本
」
難
旬
、
「
キ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
、
ニ
ギ
ヤ
カ

　
　
　
　
　
　
　
オ
ス
マ
イ
、
ゴ
テ
ン
」
等
教
授
及
意
義

　
　
　
　
内
容
1
1
東
京
府
二
付
キ
テ
ノ
談
話
及
び
宮
城
の
講
話
等
絵
画
を
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
し
て
そ
の
想
像
を
興
味
と
を
與
へ
以
て
本
節
の
内
容
を
授
く

教
授
1
、
目
的
指
示
、
今
日
は
東
京
の
こ
と
に
就
而
調
べ
て
見
や
う

　
　
2
、
東
京
府
に
つ
き
適
宜
問
答
を
試
み
、
つ
㌧
絵
画
を
示
し
て
談
話
を
な

　
　
　
　
し
聞
か
し
む

　
　
3
、
更
に
宮
城
に
関
し
て
は
敬
意
と
尊
重
を
沸
ひ
て
講
話
を
與
ふ

　
　
4
、
新
字
「
日
本
」
の
提
示
及
び
本
節
豫
習
大
意
問
答

　
　
5
、
讃
方
　
話
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
』
（
2
9
ウ
）

　
　
6
、
本
文
を
は
な
れ
て
話
方
練
習

　
　
7
、
達
讃

　
　
8
、
左
の
文
旬
を
書
取
ら
し
む

　
　
　
　
イ
、
東
京
ハ
、
キ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ノ
ア
ル
ト
コ
ロ
デ
、
日
本
デ
イ
チ
バ

　
　
　
　
　
　
ン
、
ニ
ギ
ヤ
カ
ナ
ト
コ
ロ
デ
ス
。

　
　
9
、
書
取
り
し
も
の
に
よ
り
て
更
に
吟
味
を
な
す

題
目
全
前
　
第
二
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
形
式
H
難
句
「
オ
タ
メ
、
ア
レ
ハ
、
ド
ー
ゾ
」
の
意
義
及
び
使
用
練

　
　
　
　
　
　
　
習

　
　
　
　
内
容
1
1
絵
画
を
利
用
し
て
、
楠
公
の
事
蹟
の
大
要
を
話
し
聞
か
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
之
れ
よ
り
ひ
い
て
銅
像
の
構
造
健
築
等
の
模
様
を
話
し
聞
か

　
　
　
　
　
　
　
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
0
オ
）

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
楠
公
の
事
蹟
二
付
問
答
な
し
更
に
其
の
大
要
を
話
し
聞
か
し
め
、
併

木
　
題
目

金

76543
教
授
1

　
　
2

　
　
マ
マ

　
　
4

　
　
マ
マ

　
　
5

　
　
マ
マ

　
　
6

　
　
マ
マ

　
　
7

　
　
マ
マ

　
　
8

　
　
ザ

題
目

　
せ
て
銅
像
の
説
明
を
な
す

、
本
節
の
豫
習

、
讃
方
　
話
方

、
難
旬
の
提
示
及
び
、
吟
味

、
達
讃
練
習

、
本
文
を
は
な
れ
て
談
話
練
習

全
前
・
第
三
節

　
形
式
1
－
難
句
「
ト
ホ
リ
、
リ
ョ
ー
カ
ハ
、
オ
ホ
ゼ
イ
」
』
（
3
0
ウ
）

　
　
　
　
等
意
義
及
び
使
用
練
習

　
内
容
阯
絵
画
に
よ
り
て
東
京
市
中
の
繁
華
の
様
を
知
ら
し
め
、
更
に

　
　
　
　
挿
画
に
つ
き
て
、
凡
て
の
交
通
機
関
発
達
の
有
様
を
話
し
聞

　
　
　
　
か
し
む
ま
た
、
往
来
の
、
し
げ
き
た
め
人
道
、
車
遭
、
判
然

　
　
　
　
と
し
て
区
別
あ
る
事
な
ど
知
ら
し
め
、
そ
の
繁
昌
の
度
を
想

　
　
　
　
像
せ
し
む

、
前
回
復
習
問
答

、
絵
画
を
示
し
て
東
京
繁
華
の
様
を
話
し
聞
か
し
む

、
本
節
讃
方
　
話
方

、
挿
画
の
観
察
、
尚
之
れ
と
本
文
と
の
封
照

、
讃
方
　
話
方
及
び
難
句
の
吟
味
と
使
用
練
習

、
本
文
を
は
な
れ
て
談
話
練
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
ー
オ
）

、
斉
讃

、
短
句
口
唱
書
取
り

全
前
　
第
四
節

　
形
式
1
1
新
字
「
店
」
難
句
「
リ
ッ
パ
。
キ
レ
イ
。
イ
ロ
イ
ロ
」
等
吟
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土火月

　
　
　
　
　
　
　
味
及
び
騰
用

　
　
　
　
内
容
1
1
商
家
と
位
置
及
び
交
通
等
の
説
明
よ
り
導
き
て
、
銀
座
通
り

　
　
　
　
　
　
　
の
繁
華
に
し
て
悉
く
そ
の
商
家
な
る
こ
と
を
話
し
聞
か
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
内
容
事
項
中
の
簡
易
説
明

　
　
3
、
新
字
の
提
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
ー
ウ
）

　
　
4
、
本
節
の
讃
方
　
話
方

　
　
5
、
難
旬
の
吟
味

　
　
6
、
達
讃
、
及
び
各
列
の
斉
讃

　
　
7
、
新
字
、
難
旬
の
書
取
り

題
目
　
ダ
イ
五
　
東
京
　
総
練
習

　
　
　
　
形
式
1
－
前
各
節
の
新
字
、
難
句
の
吟
味

　
　
　
　
内
容
u
各
内
容
吟
味

教
授
1
、
本
課
全
体
を
一
讃
せ
し
め
挿
画
ニ
ツ
に
付
學
び
た
る
事
項
を
談
話
せ

　
　
　
　
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
十
一
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
第
士
二
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
〃
　
　
柑
日
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
2
オ
）

祭
日
　
新
嘗
祭

題
目
　
ダ
イ
六
　
東
京
（
二
）
　
観
察
教
授

　
　
　
　
目
的
1
1
本
時
間
は
東
京
に
関
す
る
歴
史
の
大
要
を
知
ら
し
め
併
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
上
野
公
園
、
及
博
物
館
動
物
園
等
に
つ
き
話
し
聞
か
し
め
ん

　
　
　
　
　
　
　
と
す

教
授
1
、
絵
画
を
示
し
て
昔
の
東
京
と
今
時
の
東
京
と
の
由
来
を
話
し
聞
か
し

　
　
　
　
島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
」
（
田
中
⑧
昌
子
）

水

　
　
　
　
む

　
　
2
、
東
京
の
現
時
の
如
く
繁
華
に
な
。
り
し
理
由

　
　
　
　
イ
、
宮
城
⑧
⑧
⑧
⑧
色
々
の
役
所
薗
⑧
⑧
⑧
学
校
⑧
⑧
璽
⑧

　
　
　
　
口
　
大
商
家
⑧
⑧
⑤
⑧
見
物
す
べ
き
名
所
沢
山
、
且
つ
之
れ
に
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
ウ
）

　
　
　
　
　
　
吊
ふ
に
鉄
道
線
路
あ
り
て
非
常
な
る
便
利
を
得
る
こ
と

　
　
　
　
ハ
　
右
各
種
の
原
因
に
よ
り
て
な
る
事
を
説
く

　
　
3
、
上
野
公
園
の
名
所
奮
跡
な
る
話

　
　
4
、
博
物
館
動
物
園
に
関
し
て
の
話

　
　
5
、
最
後
に
、
上
野
、
博
物
館
、
動
物
園
総
括
縦
覧
話
を
な
さ
し
む

題
目
全
前
第
一
節

　
　
　
　
形
式
1
1
難
句
「
イ
ロ
イ
ロ
、
メ
ヅ
ラ
シ
イ
モ
ノ
ノ
ア
ツ
メ
テ
ア
ル
タ

　
　
　
　
　
　
　
テ
モ
ノ
」
意
義
及
び
「
メ
ヅ
ラ
シ
イ
」
の
魔
用

　
　
　
　
内
容
1
1
前
観
察
教
授
の
復
習
よ
り
入
り
て
挿
画
と
』
（
3
3
オ
）
封
照

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
内
容
を
明
瞭
な
ら
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
　
イ
、
上
野
公
園
に
は
い
か
な
る
建
物
か
あ
る
か

　
　
　
口
、
博
物
館
に
は
如
何
な
る
も
の
か
集
め
ら
れ
て
居
る
か

　
　
　
ハ
　
動
物
園
専
物
館
は
何
故
に
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
か

　
　
　
二
　
上
野
に
は
三
等
の
建
物
の
外
に
い
か
な
る
も
の
か
あ
る
か
⑧
⑧
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
又
上
野
の
は
何
故
常
に
賑
ふ
か

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
そ
の
上
野
の
所
を
読
む
事
に
し
や
う

　
　
3
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
4
、
讃
方
　
話
方
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木金

　
　
　
　
島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
ハ
学
校
。
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
。
昌
子
）

　
　
5
、
挿
画
と
本
文
と
の
比
較
封
照
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
3
ウ
）

　
　
6
、
達
讃
練
習

　
　
7
、
本
文
を
離
れ
て
談
話

　
　
8
、
短
句
口
唱
書
取
り

題
目
　
全
前
　
第
二
節

　
　
　
　
形
式
u
新
字
「
池
」
難
句
「
マ
ヘ
ノ
ェ
ノ
ヒ
ダ
リ
ニ
、
ミ
ェ
ル
ノ
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
池
デ
ス
」
等
意
及
び
書
取
り

　
　
　
　
内
容
1
1
不
忍
池
畔
は
上
野
公
園
の
近
く
に
あ
り
て
そ
の
景
色
の
勝
れ

　
　
　
　
　
　
　
た
る
又
上
野
の
風
景
を
増
す
な
る
事
を
話
し
絵
画
を
以
て
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
れ
を
示
し
そ
の
明
美
の
様
を
想
像
せ
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
4
オ
）

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
猶
ほ
東
京
の
名
所
た
る
不
忍
池
の
こ
と
に
就
而
調
べ

　
　
　
　
ん

　
　
3
、
絵
画
を
示
し
て
不
忍
池
の
話
レ
談
を
聞
か
し
む

　
　
4
、
本
節
豫
習
大
意
問
答

　
　
5
、
讃
方
　
話
方
及
挿
画
参
照

　
　
6
、
不
忍
池
の
談
話

　
　
7
、
斉
讃

　
　
8
、
新
文
字
、
難
句
の
口
唱
書
取
り
練
習

題
目
全
前
第
三
節

　
　
　
．
形
式
1
1
新
字
「
寺
」
難
句
「
リ
ッ
パ
ナ
。
コ
ノ
エ
ハ
。
」
』
（
3
4
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
等
教
授
及
び
意
義
、
魔
用
、

　
　
　
　
内
容
1
1
浅
草
寺
も
亦
宏
大
な
る
建
物
に
し
て
参
詣
者
絶
ゆ
る
事
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
同
公
園
中
に
は
多
く
の
見
せ
物
あ
り
観
客
織
る
か
如
し
先
づ

土

　
　
　
　
　
　
　
東
京
見
物
に
出
か
く
る
も
の
は
必
ず
上
野
、
浅
草
を
見
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
事
を
話
し
そ
の
内
容
を
授
く

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
絵
画
を
参
照
し
て
内
容
教
授
併
せ
て
新
字
提
示

　
　
3
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
4
、
讃
方
　
話
方

　
　
5
、
達
讃
練
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
5
オ
）

　
　
6
、
挿
画
観
察
し
て
本
文
と
比
較
封
照

　
　
7
、
本
文
を
は
な
れ
て
談
語
練
習

　
　
8
、
讃
方
練
習
（
但
し
朗
讃
体
）

　
　
9
、
新
文
字
、
難
句
の
書
取
り
及
び
騰
用

題
目
全
前
第
四
節
　
　
　
凸

　
　
　
　
形
式
u
新
字
「
花
」
難
句
、
「
ナ
ラ
ン
デ
ヰ
テ
、
コ
コ
モ
」
教
授
及

　
　
　
　
　
　
　
び
意
義
、
騰
用
、

　
　
　
　
内
容
H
絵
画
を
以
て
隅
田
川
の
花
盛
り
の
時
節
を
直
観
せ
し
め
、
且

　
　
　
　
　
　
　
つ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
等
に
適
当
せ
る
話
し
聞
か
し
め
、
自
然
観

　
　
　
　
　
　
　
察
の
多
か
る
事
を
想
は
し
む
　
　
　
　
　
　
』
（
3
5
ウ
）

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
浅
草
の
近
辺
に
あ
る
隅
田
川
の
事
を
調
べ
ん

　
　
3
、
内
容
の
提
示
、
但
し
絵
画
利
用

　
　
4
、
新
字
教
授

　
　
5
、
本
節
を
口
唱
し
て
各
自
石
盤
に
記
載
せ
し
む

　
　
6
、
更
に
反
讃
し
て
記
載
文
を
訂
正
せ
し
む

　
　
7
、
之
れ
に
よ
り
て
讃
方
　
話
方
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水火　月
　
　
8
、
共
讃
練
習

　
　
9
、
隅
田
川
の
談
話
を
な
さ
し
む

　
　
1
0
、
新
字
、
難
句
の
吟
味
を
試
み
、
更
に
之
れ
を
利
用
し
て
綴
方
練
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
十
一
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
第
十
四
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
十
二
月
　
六
日
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
6
オ
）

題
目
　
ダ
イ
六
　
東
京
（
二
）
　
総
練
習

　
　
　
病
気
欠
勤

病
気
欠
勤

題
目
　
だ
い
七
　
ほ
1
ね
ん
ま
つ
り
　
第
二
節

　
　
　
　
形
式
1
1
難
句
「
あ
め
も
よ
い
か
げ
ん
に
ふ
っ
て
、
て
ん
き
も
っ
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
て
」
の
意
義
説
明
せ
し
む

　
　
　
　
内
容
1
1
稲
作
二
付
児
童
の
知
れ
る
所
を
問
答
し
而
し
て
最
も
そ
の
収

　
　
　
　
　
　
　
穫
を
多
く
得
ん
と
欲
せ
ば
第
一
に
気
候
に
侯
つ
の
外
な
き
こ

　
　
　
　
　
　
　
と
を
知
ら
し
め
概
し
て
農
作
物
は
温
暖
に
し
て
湿
潤
な
天
気

　
　
　
　
　
　
　
を
好
む
も
の
な
る
こ
と
を
話
し
聞
か
し
む
　
　
』
（
3
6
ウ
）

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
何
故
に
お
米
か
沢
山
と
れ
た
か
何
の
為
め
に
ほ
1
ね

　
　
　
　
　
　
　
ん
ま
つ
り
を
す
る
か
そ
こ
を
調
べ
て
見
や
う

　
　
3
、
稲
作
に
つ
き
問
答
且
つ
説
明

　
　
4
、
豫
習
大
意
問
答

　
　
5
、
讃
方
　
話
方

　
　
6
、
難
句
の
説
明

　
　
7
、
達
讃

　
　
　
　
島
根
県
鍾
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
⑤
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
」
（
田
中
・
昌
子
）

木木

　
　
8
、
本
文
を
は
な
れ
て
壇
上
話
方
練
習

　
　
9
、
左
の
書
取
り

　
　
　
イ
、
け
ふ
は
か
ぜ
も
な
し
、
日
も
よ
い
か
げ
ん
に
さ
し
て
、
た
い
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
オ
）

　
　
　
　
　
そ
－
あ
た
た
か
で
す

　
　
1
0
、
書
取
り
文
の
批
評
訂
正

題
庄
全
前
第
三
節

　
　
　
　
形
式
u
新
文
字
「
米
。
女
」
難
句
「
ひ
か
れ
て
。
い
は
っ
て
」
等
教

　
　
　
　
　
　
　
授
及
び
意
義
。
書
取
り
練
習

　
　
　
　
内
容
1
1
前
回
復
習
よ
り
導
き
て
挿
画
観
察
問
答
な
し
て
そ
の
内
容
を

　
　
　
　
　
　
　
明
瞭
な
ら
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
お
祭
り
の
挿
画
に
つ
い
て
調
べ
て
見
ま
し
う

　
　
3
、
挿
画
観
察
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
7
ウ
）

　
　
　
イ
、
「
ほ
－
ね
ん
ま
つ
り
」
と
は
如
何
⑧
⑧
⑧
⑧
挿
画
に
あ
る
は
ど
こ

　
　
　
　
　
の
村
の
祭
橦
な
る
か
⑧
⑧
⑧
⑧
お
ち
よ
は
参
詣
せ
し
か
否
か
・
⑧

　
　
　
　
　
⑧
⑧
等

　
　
4
、
新
文
字
提
示

　
　
5
、
本
文
を
口
唱
し
て
各
児
石
盤
に
記
載
せ
し
む

　
　
6
、
記
載
に
よ
り
批
評
訂
正
、
且
つ
讃
方
　
話
方

　
　
7
、
本
時
間
は
主
と
し
て
書
取
り
練
習
に
あ
つ

　
　
　
　
　
　
綴
方

文
題
　
ウ
ェ
ノ

　
　
ー
文
例
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金

　
　
　
　
島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
⑧
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）

　
　
　
　
イ
、
ウ
ェ
ノ
ニ
ハ
、
ハ
ク
ブ
ツ
ク
ワ
ン
ヤ
、
ド
ー
ブ
ツ
ェ
ン
ガ
ア
リ

　
　
　
　
　
　
マ
ス
。
マ
タ
サ
ク
ラ
ノ
木
ガ
タ
ク
サ
ン
ア
ッ
テ
花
ノ
サ
ク
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
オ
）

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ハ
、
タ
イ
ソ
ー
ニ
ギ
ヤ
カ
デ
ス
。

教
授
1
、
已
授
上
野
公
園
観
察
問
答

　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
2
、
文
の
講
成
を
な
さ
し
む

　
　
3
、
板
上
に
於
て
共
作
を
な
す
。
更
に
之
に
よ
り
て
批
評
訂
正
を
試
む

　
　
4
、
讃
ま
し
め
且
つ
話
さ
し
む

　
　
5
、
綴
方
帖
に
清
書
記
載
せ
し
む

　
　
　
　
　
　
讃
方

題
目
　
ほ
1
湘
ん
ま
つ
り
第
四
節

　
　
　
　
形
式
1
1
難
句
「
み
ん
な
、
そ
ろ
っ
て
」
意
義
及
騰
用
　
』
（
3
8
ウ
）

　
　
　
　
内
容
1
1
既
に
韻
文
に
つ
き
て
授
け
あ
る
、
そ
の
七
五
調
な
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
問
答
な
し
つ
㌧
普
通
文
と
異
な
る
点
を
明
瞭
な
ら
し
め
、
且

　
　
　
　
　
　
　
之
れ
を
口
語
体
文
に
改
作
せ
し
む

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
お
祭
り
の
こ
と
を
歌
に
し
た
所
を
調
べ
て
見
ま
し
う

　
　
3
、
本
節
豫
習
大
意
問
答

　
　
4
、
讃
方
話
方

　
　
5
、
韻
文
の
意
義
、
及
び
難
句
の
吟
味

　
　
6
、
朗
讃
練
習

　
　
7
、
口
語
体
文
に
改
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
9
オ
）

　
　
　
　
イ
、
こ
と
し
も
お
米
が
た
く
さ
ん
と
れ
ま
し
た
、
そ
れ
で
す
か
ら
そ

　
　
　
　
　
　
の
お
い
は
ひ
に
ほ
－
ね
ん
ま
っ
り
を
し
て
ゐ
る
の
で
す
い
ま
お

土月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
ち
よ
の
村
の
も
の
は
、
わ
か
い
も
の
も
、
と
し
よ
り
も
こ
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
、
そ
ろ
っ
て
お
宮
ま
い
り
し
て
ゐ
ま
す
。

　
　
8
、
改
作
文
に
つ
き
批
評
訂
正
を
試
む

題
目
　
全
前
　
第
五
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
形
式
H
難
句
「
ま
ふ
（
も
1
）
」
そ
の
区
別
及
び
あ
ち
ら
。
こ
ち
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
と
の
異
意
併
せ
て
臆
用

　
　
　
　
内
容
↓
削
例
に
よ
り
て
そ
の
内
容
を
授
く

教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
2
、
本
節
豫
習
大
意
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
3
9
ウ
）

　
　
3
、
讃
方
話
方

　
　
4
、
難
句
の
提
示
及
び
騰
用

　
　
5
、
達
讃
、
及
び
個
人
朗
讃
練
習

　
　
6
、
本
節
を
口
語
体
文
に
改
作
せ
し
む

　
　
　
　
イ
、
お
宮
の
こ
ち
ら
の
ほ
－
で
は
、
ど
ん
く
っ
差
の
、
を
と
が

　
　
　
　
　
　
し
て
、
あ
ち
ら
の
ほ
1
で
は
、
わ
い
わ
い
人
が
さ
は
い
で
ゐ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
す
。
こ
ち
ら
の
ほ
で
は
、
お
か
ぐ
ら
が
あ
っ
て
あ
ち
ら
の
ほ
で

　
　
　
　
　
　
は
、
す
ま
ふ
が
、
あ
り
ま
す
、
そ
れ
て
す
か
ら
人
が
は
や
く
い

　
　
　
　
　
　
か
う
と
い
っ
て
い
そ
い
で
ま
ゐ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
7
、
改
文
に
つ
き
批
評
訂
正

　
　
8
、
本
課
を
闇
記
壇
上
朗
讃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
4
0
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
十
二
月
七
日

　
　
　
　
　
　
第
十
五
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
〃
　
士
二
日

題
目
　
だ
い
七
　
ほ
ー
ね
ん
ま
つ
り
　
総
練
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形
式
1
1
新
文
字
及
び
各
節
の
難
句
吟
味
併
せ
て
韻
文
の
形
式
に
っ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
も
吟
味
を
な
す

　
　
　
　
　
　
内
容
1
1
各
節
に
示
し
た
る
内
容
を
反
復
練
習
な
し
更
に
普
通
文
朗
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
韻
文
朗
読
と
の
比
較
を
な
す

　
　
教
授
1
、
前
回
復
習
問
答

　
　
　
　
2
、
指
示
、
今
日
は
総
練
習
致
し
ま
せ
う

　
　
　
　
3
、
先
づ
韻
文
よ
り
復
習
に
入
る

　
　
　
　
4
、
第
一
節
、
第
二
節
の
讃
方
話
方
練
習

　
　
　
　
5
、
更
に
韻
文
節
の
形
式
に
つ
き
吟
味
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
4
0
ウ
）

　
　
　
　
6
、
騰
用
と
し
て
適
宜
一
節
を
共
作
す
、
（
但
し
臨
期
に
よ
る
）

　
　
　
　
7
、
普
通
文
朗
讃
と
韻
文
朗
讃
の
比
較

　
　
　
　
8
、
新
字
、
難
旬
を
使
用
し
、
書
取
り
練
習

火
題
目
だ
い
八
が
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
　
余
白
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
4
ー
オ
）

（
注
）

（
1
）
　
佐
田
印
は
当
時
の
福
光
尋
常
小
学
校
校
長
佐
田
富
太
の
印
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
　
　
「
教
授
」
の
見
出
し
を
欠
く
。

（
3
）
　
4
，
5
の
入
れ
替
え
を
指
示
す
る
と
見
ら
れ
る
符
号
あ
り
。

（
4
）
　
題
目
の
記
載
を
欠
く
。
次
週
よ
り
の
病
気
欠
勤
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
5
）
　
こ
の
週
以
後
、
佐
田
印
、
福
冨
印
を
欠
く
。

（
6
）
　
題
目
の
記
載
を
欠
く
。

（
7
）
　
題
目
の
下
に
「
だ
い
四
て
ん
ち
ょ
1
せ
つ
総
練
」
と
記
し
て
朱
線
に
て
ミ
セ
ケ
チ
。

　
次
行
に
「
形
式
1
1
」
と
記
し
て
同
じ
く
朱
線
に
て
ミ
セ
ケ
チ
。
こ
れ
ら
は
次
の
月
曜
の
題

　
目
に
相
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
島
根
県
趨
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
」
（
田
中
一
昌
子
）

　
　
　
三
、
解
　
説

　
　
－
　
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
の
特
質
に
つ
い
て

　
第
一
期
国
定
国
語
読
本
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
教
授
案
と
し
て
は
、
こ
こ
に
翻
刻

し
た
福
冨
ヒ
ロ
作
成
の
も
の
に
先
行
し
て
、
富
永
岩
太
郎
著
『
書
取
及
綴
方
を
中
心

と
し
た
る
国
語
教
授
法
　
中
巻
』
（
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
学
海
指
針
社
刊
）

並
び
に
『
島
根
縣
師
範
学
校
附
属
小
学
校
教
授
細
目
』
（
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）

年
、
島
根
縣
師
範
学
校
附
属
小
学
校
刊
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
が
管
見
に
入
っ
て
い

る
。
た
だ
し
こ
の
二
書
は
い
ず
れ
も
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
刊
行
直
後
（
『
尋
常
小

学
読
本
』
は
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）

年
か
ら
使
用
さ
れ
た
）
に
執
筆
さ
れ
た
机
上
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
教
室
の
実
際
を
反
映

し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
に
翻
刻
し
た
『
教
授
案
』
は
学
習
者
た

る
児
童
の
実
態
を
熟
知
し
た
担
任
教
師
が
実
際
の
教
育
活
動
の
必
要
に
も
と
づ
い
て

作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
目
前
の
児
童
の
具
体
的
な
反
応
を
前
提
に
し
て
立
案
さ
れ

て
い
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
焦
点
を
当
て
、
前
記
二
書
の
場
合
と

比
較
し
な
が
ら
そ
の
特
質
の
一
端
に
つ
き
、
気
づ
く
こ
と
を
記
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
ω
　
　
『
島
根
縣
師
範
学
校
附
属
小
学
校
教
授
細
目
』
と
比
較
し
て

　
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
九
月
に
発
行
さ
れ
た
『
島
根
縣
師
範
学
校
附
属
小
学

校
教
授
細
目
』
は
、
「
修
身
」
「
国
語
」
「
算
術
」
以
下
全
教
科
に
つ
い
て
、
第
一
期

国
定
教
科
書
の
教
材
ご
と
に
（
年
間
二
分
冊
と
な
っ
て
い
た
「
国
語
」
の
場
合
は
前

期
用
巻
一
、
巻
三
、
巻
五
、
巻
七
に
つ
い
て
の
み
。
高
等
科
も
同
様
。
）
教
授
細
目
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を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
緒
言
」
に
同
校
主
事
川
上
新
之
助
が
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
「
近
来
の
如
く
教
科
書
の
愛
更
多
け
れ
ば
到
底
完
全
な
る
教
授
細
目
を

見
る
こ
と
難
か
る
べ
し
何
と
な
れ
ば
教
授
細
目
な
る
も
の
は
理
想
に
於
て
の
ミ
生
み

出
さ
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
實
地
使
用
し
た
る
結
果
に
よ
っ
て
更
生
し
其
の
都

度
々
々
完
全
の
域
に
近
寄
る
べ
き
も
の
な
れ
ば
な
り
實
地
使
用
し
て
も
見
ず
充
分
な

る
時
を
得
て
考
慮
し
た
る
理
想
の
表
出
に
も
あ
ら
ざ
る
本
細
目
の
如
き
は
固
よ
り
完

全
な
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
は
勿
論
な
り
」
と
。
こ
れ
は
あ
な
が
ち
謙
遜
と
ば
か
σ
は

言
え
な
い
よ
う
で
、
特
に
国
語
科
に
お
い
て
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
四
月

よ
り
の
国
定
教
科
書
使
用
開
始
を
前
に
、
草
々
に
ま
七
め
ら
れ
た
感
が
あ
り
、
各
課

文
を
各
々
一
週
間
で
実
施
す
る
よ
う
機
械
的
に
時
間
配
当
を
示
し
た
に
止
ま
っ
て
い

る
。
福
冨
ヒ
ロ
の
『
教
授
案
』
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
教
材
と
一
致
す
る
の
は
『
尋

常
小
学
読
本
』
巻
三
の
「
だ
い
十
五
　
せ
み
」
か
ら
「
だ
い
十
九
　
ブ
ド
ー
」
ま
で

の
五
課
に
す
ぎ
な
い
が
、
該
当
課
に
っ
い
て
両
者
を
対
応
さ
せ
て
一
覧
す
九
ば
左
の

表
の
通
り
で
あ
る
。

　
附
属
小
学
校
の
机
上
プ
ラ
ン
に
比
べ
て
、
福
冨
ヒ
ロ
の
実
践
が
、
各
教
材
に
つ
い

て
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
割
い
て
い
る
実
態
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

附小「教授細目」と福冨「教授案」

との時数対照表

だだだだだ
いいいいい

（一十十十十（
後九八七六五前
略ブかウあせ略

読

）ドらミさみ）
み

1す が
方

と ほ
教

は
材

ま

ぐ
り

第第第第第　一　　　　　　　一

一
一　　　　　　　一

　一　　　　　　　一学学学学学
実

『
施 附

期期期期期 予 属
定 小

第第第第第 時 学
一　　　　　　　一 期 校

三二一六五 教

週週週週週 授
細

（　　／へ　　／一、　（　　／一、同凡凡凡凡

（
予

目
』

五四三五 定 の

時時時時 時 場
上間間間間）　　）　　）　　）　　＼一ノ 数

） 合

第第第第第一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一学学学学学

実

期期期期期 施
時

第第第第第 期

四三二二一
福
目

∫1∫∫∫
邑

？四三三二
ヒ

週週週週週
口

の

『
（　（　（　（　（二二六三七 教

時時時時時
授

間間間間間
（
予

案
』

十十）⑧⑧ 定
？？ 綴綴 時

の

／／ 方方
数
）

場

欠欠 一　　　　　　　一

合

勤勤 をを
日日 含含
ああ
りり㌧ノ　）

むむ）　　）

）2（

富
永
岩
太
郎
著
『
書
取
及
綴
方
を
中
心
と
し
た
る
国
語
教
授
法

　
中
巻
』
と
比
較
し
て

富
永
岩
太
郎
著
『
書
取
及
綴
方
を
中
心
と
し
た
る
国
語
教
授
法
　
中
巻
』

に
は
、

尋
常
ハ
学
一
隼
か
ら
四
年
ま
で
の
全
学
年
を
通
し
て
、
『
尋
常
小
学
読
本
』
巻
一
か

ら
巻
八
ま
で
の
全
て
の
教
材
に
っ
い
て
教
授
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
右

の
表
か
ら
福
冨
ヒ
ロ
が
力
を
こ
め
て
扱
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
「
だ
い
十
五
せ
み
」
及

び
「
だ
い
十
七
ウ
ミ
」
の
二
課
の
教
授
案
を
と
り
あ
げ
て
、
富
永
岩
太
郎
の
教
授
例
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と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
「
だ
い
十
五
せ
み
」
に
つ
い
て
富
永
岩
太
郎
は
右
書
の
中
で
Y
教
授
例
を
次
の
よ

う
に
示
し
て
い
る
。

　
　
目
的
1
1
蝉
の
脱
皮
す
る
こ
と
を
知
ら
し
め
（
内
容
上
）
、
下
の
漢
字
を
教
授
す

　
　
　
　
　
「
上
、
中
、
土
、
木
、
六
」
（
形
式
上
）

　
　
教
法
1
1
綴
方
話
方
　
蝉
の
脱
皮
を
観
察
せ
し
む
る
か
、
或
は
挿
圃
に
つ
き
問
答

　
　
　
　
　
し
、
左
例
に
準
じ
て
話
方
綴
方
を
行
ふ
。

　
　
　
　
　
　
一
、
じ
ろ
－
は
、
う
め
の
木
の
下
で
、
お
も
し
ろ
い
も
の
を
み
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
二
、
せ
み
の
ぬ
け
が
ら
は
、
大
き
な
は
ち
の
よ
1
で
、
足
が
六
ぼ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
、
ま
た
中
は
か
ら
で
、
せ
が
二
つ
に
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
三
、
せ
み
は
、
は
じ
め
土
の
中
で
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
あ
っ
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
、
土
の
中
か
ら
で
て
き
て
、
上
の
き
も
の
を
ぬ
ぎ
ま
す
。

　
　
　
　
　
読
方
　
読
方
教
式
第
一
式
（
内
容
よ
り
形
式
に
移
る
法
1
－
引
用
者
注
）

　
　
　
　
　
　
　
に
よ
り
て
讃
本
を
講
讃
す
。

　
　
　
　
（
以
下
、
書
取
の
項
あ
り
、
例
文
を
七
例
あ
げ
て
い
る
が
省
略
し
た
。
）

　
「
だ
い
十
七
ウ
ミ
」
に
つ
い
て
富
永
岩
太
郎
は
右
書
の
中
で
、
教
授
例
を
次
の
よ

う
に
示
し
て
い
る
。

　
　
目
的
H
海
濱
の
景
色
及
び
海
中
に
棲
息
せ
る
魚
介
を
授
け
（
内
容
上
）
、
リ
ョ

　
　
　
　
　
ー
シ
、
ス
ナ
ジ
、
ウ
ミ
バ
タ
、
ナ
ミ
ガ
ヨ
セ
テ
ク
ル
、
ア
シ
ヲ
ア
ラ
フ
、

　
　
　
　
　
水
ヲ
ア
ブ
ル
、
シ
ホ
ケ
、
タ
ヒ
、
カ
レ
ヒ
、
カ
ヒ
、
サ
ザ
ェ
等
の
語
句

　
　
　
　
　
及
び
下
の
漢
字
を
授
く
る
に
あ
り
「
川
、
水
」
（
形
式
上
）

　
　
教
法
H
挿
圃
を
廓
大
し
た
る
も
の
を
用
ゐ
問
答
し
つ
つ
、
話
方
綴
方
を
並
び
行

島
根
県
運
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
。
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）

　
　
　
　
　
ひ
目
的
欄
に
示
せ
る
語
旬
漢
字
を
提
示
す
る
と
共
に
、
内
容
の
一
班
を

　
　
　
　
　
會
得
せ
し
め
、
且
つ
海
岸
の
愉
快
な
る
景
色
及
び
海
の
壮
大
な
る
眺
望

　
　
　
　
　
に
つ
き
快
感
を
惹
起
せ
し
む
べ
し
其
例
左
の
左
し
（
「
左
し
」
は
「
ご

　
　
　
　
　
と
し
」
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
ろ
う
）
。
（
以
下
例
文
を
七
例
あ
げ
て
い

　
　
　
　
　
る
が
省
略
し
た
。
）

　
学
習
の
目
的
が
「
内
容
」
と
「
形
式
」
の
二
面
か
ら
把
握
さ
れ
、
方
法
と
し
て
は

観
察
（
実
物
乃
至
は
挿
圖
に
よ
る
）
問
答
か
ら
入
っ
て
課
文
内
容
を
知
ら
し
め
、
課

文
を
な
ぞ
っ
た
綴
方
を
書
く
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
福
冨
ヒ
ロ
の
「
教
授
案
」
も
、
「
せ
み
に
関
し
て
観
察
問
答
を
試
み
其
の
内
容
を

摘
示
す
」
（
第
一
節
、
本
稿
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
筋
で
こ
の
流
れ
を
と
っ
て

い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
福
冨
ヒ
ロ
の
教
授
案
で
は
、
「
今
日
は
皆

さ
ん
の
よ
く
知
れ
る
蝉
に
っ
き
て
勉
強
致
し
ま
し
ょ
う
」
（
棒
線
は
引
用
者
、
以
下

同
様
。
第
一
節
、
本
稿
四
頁
）
、
「
蝉
に
関
す
る
談
話
（
各
自
の
経
験
談
）
を
な
さ
し

め
兼
ね
て
之
れ
に
関
す
る
質
問
を
受
く
」
（
第
四
節
、
本
稿
五
頁
）
、
「
各
自
の
経
験

に
よ
り
既
に
熟
知
せ
る
蝉
の
暗
聲
を
問
答
し
そ
の
内
容
を
摘
示
す
」
（
第
五
節
、
本

稿
五
頁
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
児
童
の
体
験
に
即
し
た
扱
い
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
言
辞
は
富
永
岩
太
郎
の
右
書
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
点
に
福
冨
ヒ

ロ
の
教
授
案
の
一
つ
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
こ
と
は
「
だ
い
十
七
ウ
ミ
」
の
場
合
に
い
っ
そ
う
顕
著
で
あ
る
。
「
今
日
は

皆
さ
ん
の
す
き
な
「
ウ
ミ
」
に
就
て
學
ば
ん
」
（
第
一
節
、
本
稿
七
頁
）
、
「
嘗
て
海

辺
に
て
遊
び
た
る
児
童
の
経
験
談
よ
り
導
き
て
其
の
内
容
を
授
く
」
（
第
三
節
、

本

稿
七
頁
）
、
「
今
日
は
、
海
の
波
打
ち
き
は
で
遊
ん
で
ゐ
る
と
ど
ん
な
心
地
が
す
る
か
、

其
の
と
こ
ろ
を
調
べ
て
見
ま
し
う
」
（
第
三
節
、
本
稿
七
頁
）
、
「
随
意
児
童
の
海
岸

に
於
け
る
経
験
談
」
（
第
三
節
、
本
稿
七
頁
）
、
「
児
童
の
海
浜
に
於
け
る
経
験
談
よ
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り
導
き
て
内
容
を
会
得
せ
し
む
」
（
第
四
節
、
本
稿
八
頁
）
、
「
今
日
は
皆
さ
ん
、
の

す
き
な
、
海
辺
て
色
々
と
面
白
い
遊
び
す
る
と
こ
ろ
を
調
べ
ま
せ
う
」
（
第
四
節
、

本
稿
八
頁
）
、
「
皆
さ
ん
は
浜
辺
て
遊
ぷ
と
、
ど
ん
な
も
の
か
目
に
っ
き
ま
す
か
」

（
第
四
節
、
本
稿
八
頁
）
な
ど
の
言
辞
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
福
冨
ヒ

ロ
が
、
児
童
の
生
活
実
態
に
根
づ
い
た
教
授
法
を
開
発
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。
福
光
村
は
目
の
前
に
海
の
ひ
ろ
が
る
地
域
で
あ
り
、
児
童
ら
の
生
活
は
海
と
密

着
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
指
導
者
が
現
実
の
児
童
を
前
に
し
た
と
き
、
こ
の
よ

う
な
扱
い
を
構
想
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
以
上
、
簡
を
旨
と
し
て
わ
ず
か
二
例
に
っ
い
て
比
較
し
た
に
止
ま
る
が
、
僻
遠
の

小
学
校
の
一
代
用
教
員
の
教
授
案
の
中
に
、
当
時
の
国
語
教
育
界
の
代
表
的
指
導
者

の
著
述
を
し
の
ぐ
、
す
ぐ
れ
た
実
践
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
色
々
な
こ

と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。
基
本
的
に
は
指
導
者
が
学
習
者
の
立
場
に
立
ち
、
実
践

の
中
か
ら
学
ぶ
態
度
を
持
っ
て
い
た
か
ら
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
富
永

岩
太
郎
が
右
書
を
著
述
し
た
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
（
い
第
一
期
国
定
読
本
の

開
始
期
）
か
ら
、
福
冨
ヒ
ロ
が
こ
の
授
業
を
行
っ
た
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
（
H

第
一
期
国
定
読
本
の
終
期
）
に
至
る
わ
が
国
の
国
語
教
育
実
践
の
積
み
重
ね
が
、
こ

の
よ
う
な
教
授
法
の
充
実
を
も
た
ら
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
次

代
の
理
論
家
に
汲
み
上
げ
ら
れ
て
国
語
教
育
の
進
歩
を
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

2
　
福
冨
ヒ
ロ

『
教
授
案
』
に
用
い
ら
れ
た
指
導
用
語
に
つ
い
て

　
本
『
教
授
案
』
に
は
、
今
日
の
国
語
教
育
界
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
指
導
用
語

が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
用
語
の
内
の
幾
っ
か
は
富
永
岩
太
郎
の
右
書
に
も
用
い

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
用
語
が
当
時
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
と
と
も
に
、
本
『
教
授
案
』
が
富
永
ら
の
先
行
研
究
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
主
要
な
用
語
の
使
用
状
況
を
富
永
岩
太

郎
の
右
書
か
ら
摘
記
し
て
お
こ
う
。

　
「
共
讃
法
」
　
（
「
共
讃
髄
」
）
1
－
富
永
岩
太
郎
に
よ
れ
ば
「
師
弟
共
に
讃
み
っ
㌧

　
　
　
問
答
す
る
法
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
「
共

　
　
　
読
麗
と
云
ふ
も
の
は
行
き
な
り
に
本
を
披
か
せ
て
、
教
師
と
児
童
と
一
緒
に

　
　
　
讃
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
讃
ん
で
行
く
傍
に
、
此
の
字
は
、
何
と
讃
ん
で
宜

　
　
　
か
ら
う
か
。
⑧
⑧
⑧
⑧
と
質
問
し
て
、
子
供
に
判
断
さ
せ
る
。
さ
う
し
て
其

　
　
　
の
讃
方
を
、
彼
等
に
教
へ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
一
同
子
供
の
讃

　
　
　
め
る
様
な
ら
ば
、
大
髄
何
と
云
ふ
こ
と
を
書
い
て
あ
る
か
⑧
⑧
⑧
⑧
と
質
問

　
　
　
し
て
、
見
童
に
要
領
を
話
さ
せ
て
見
る
。
そ
れ
か
ら
、
又
本
を
取
り
て
、
⑧

　
　
　
⑧
⑧
⑧
一
緒
に
本
を
持
っ
て
、
今
度
は
初
め
か
ら
、
矢
張
り
此
の
是
れ
と
云

　
　
　
ふ
詞
は
、
何
を
指
し
た
の
で
あ
る
か
、
此
の
其
の
と
云
ふ
詞
は
何
を
指
し
て

　
　
　
居
る
か
、
此
に
又
と
云
ふ
字
の
あ
る
の
は
、
何
故
に
使
っ
た
か
、
此
の
括
弧

　
　
　
の
内
は
、
誰
の
言
を
寓
し
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
様
に
、
更
に
其
の
文
章
の
部

　
　
　
分
の
性
質
に
就
て
、
細
か
く
問
答
し
て
判
断
せ
し
め
、
知
ら
ね
ば
教
へ
る
と

　
　
　
云
ふ
様
に
し
て
、
さ
う
し
て
今
度
は
本
に
就
て
彼
等
に
講
義
を
さ
せ
る
の
で

　
　
　
あ
る
。
」
　
（
上
巻
九
四
∫
九
五
頁
。
一
九
七
五
年
光
村
図
書
刊
『
近
代
国
語

　
　
　
教
育
論
大
系
3
』
再
録
版
で
は
二
六
五
∫
二
六
六
頁
）

　
「
共
作
」
　
（
「
共
作
法
」
）
↓
昌
永
岩
太
郎
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
　
　
「
比
の
方
法
は
、
或
る
一
の
話
を
書
か
す
な
ら
ば
、
先
ず
教
師
が
、
一
口
だ

　
　
　
け
一
番
先
き
を
話
し
て
、
其
の
句
を
塗
板
に
書
い
て
置
く
の
で
あ
る
。
そ
れ

　
　
　
か
ら
「
何
々
の
話
を
綴
っ
て
行
く
に
は
、
此
の
話
の
先
き
に
、
ド
ウ
い
ふ
話
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’

　
を
附
け
た
な
ら
ば
宜
い
か
」
と
云
ふ
こ
と
を
、
全
級
に
向
っ
て
問
ふ
の
で
あ

　
る
。
さ
う
す
る
と
、
全
級
の
者
が
、
そ
れ
は
斯
う
い
ふ
話
を
附
け
た
な
ら
ば

　
宜
か
ら
う
と
云
ふ
こ
と
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
か
く
て
一
人
が
何
と
か
旬
を
廣

　
い
だ
時
に
、
皆
な
の
者
に
批
評
せ
し
め
て
、
決
定
せ
し
め
る
。
決
定
を
し
た

　
と
こ
ろ
で
、
「
其
の
話
を
文
字
に
表
は
す
に
は
、
ド
ゥ
い
ふ
文
字
を
用
ふ
る

　
か
」
と
云
っ
て
、
次
に
文
字
の
問
答
を
な
し
て
、
文
字
ま
で
決
定
す
る
。
こ

　
の
時
に
、
教
師
は
塗
板
に
第
二
の
旬
を
書
き
添
へ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、

　
第
三
の
旬
は
、
ド
レ
だ
け
の
話
を
す
れ
ば
宜
い
か
と
云
ふ
事
を
問
ひ
、
そ
れ

　
を
批
評
せ
し
め
て
、
其
の
話
を
表
は
す
文
字
を
問
答
し
て
決
定
す
る
。
決
定

　
し
た
な
ら
ば
、
第
三
の
旬
を
縫
ぐ
と
云
ふ
様
に
し
て
、
以
下
四
五
六
と
績
け

　
て
、
一
の
文
章
を
成
立
た
し
む
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
尚
ほ
全
襲
を
通
じ

　
て
讃
ま
せ
て
見
て
、
悪
い
所
が
な
い
か
を
批
評
せ
し
め
、
決
定
し
た
な
ら
ば
、

　
清
書
帳
に
寓
さ
す
。
」
（
上
巻
二
一
五
∫
二
一
六
頁
。
『
近
代
国
語
教
育
論
大

　
系
3
』
再
録
版
で
は
、
二
七
八
∫
二
七
九
頁
）

「
口
唱
書
き
取
り
」
1
1
富
永
岩
太
郎
の
右
書
に
は
「
口
唱
筆
記
」
と
い
う
用
語
が

　
用
い
ら
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
細
説
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
れ
は
、
耳
に
聞

　
か
せ
て
、
手
で
書
か
せ
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
教
式
は
、
時
々
六
ケ
し
き
漢

　
字
で
も
出
て
来
る
時
に
は
、
「
サ
ー
筆
を
下
し
て
」
と
言
っ
て
、
筆
を
下
ろ

　
さ
せ
、
次
に
「
何
々
と
云
ふ
漢
字
の
書
き
道
を
知
っ
て
居
る
か
」
と
云
っ
て
、

　
漢
字
を
問
答
し
て
、
先
き
に
書
か
せ
る
事
も
あ
り
、
又
新
し
く
其
虜
で
漢
字

　
を
教
へ
て
も
宜
い
の
で
あ
る
。
で
漢
字
な
ど
を
教
ふ
る
時
に
は
、
最
も
都
合

　
の
宜
い
方
法
で
あ
る
。
話
を
す
る
だ
け
づ
つ
筆
記
し
て
行
く
、
其
間
に
あ
る

　
語
を
漢
字
に
表
せ
よ
う
と
思
ふ
時
に
は
、
其
の
漢
字
の
書
き
方
を
問
答
し
て
、

　
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
教
師
の
方
か
ら
教
ふ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に

　
よ
れ
ば
、
漢
字
の
使
ひ
所
も
能
く
判
る
し
、
子
供
の
方
で
も
能
く
其
の
漢
字

　
の
性
質
が
判
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
」
（
上
巻
二
一
二
∫
一
二
三
頁
。
『
近
代

　
国
語
教
育
論
大
系
3
』
再
録
版
で
は
、
二
七
七
∫
二
七
八
頁
）

「
読
方
話
方
」
⊥
昌
永
岩
太
郎
の
右
書
に
は
「
教
法
」
の
一
種
と
し
て
「
読
方
話

　
方
」
と
い
う
用
語
が
見
ら
れ
る
。
二
年
生
の
教
授
例
で
は
次
の
よ
う
に
用
い

　
ら
れ
て
い
る
。
「
読
方
話
方
準
備
と
し
て
前
課
を
復
習
し
、
読
方
教
式
第

　
四
式
（
綴
方
よ
り
読
方
に
移
る
法
1
1
引
用
者
注
）
に
よ
り
て
、
新
出
の
漢
字

　
を
教
へ
つ
つ
各
節
を
追
読
し
て
、
内
容
を
索
出
せ
し
め
、
批
評
訂
正
を
加
へ
、

　
更
に
全
襲
を
一
括
し
て
表
出
せ
し
め
、
次
に
内
容
に
つ
き
、
遣
徳
上
の
見
地

　
よ
り
、
批
評
説
示
し
て
自
慢
の
禍
原
を
な
す
こ
と
を
悟
ら
し
む
。
　
（
尋
常
小

　
学
読
本
巻
三
　
第
一
四
「
日
と
に
じ
」
の
第
二
時
）
」
　
（
中
巻
一
七
九
∫
一

　
八
○
頁
。
『
近
代
国
語
教
育
論
大
系
3
』
に
は
中
巻
は
再
録
さ
れ
て
い
な
い
）

　
　
「
読
方
話
方
　
實
物
を
観
察
せ
し
め
話
方
に
よ
り
て
、
左
の
要
項
に
概
括
帰

　
着
せ
し
め
、
一
、
松
葉
は
二
葉
ず
つ
一
所
に
な
り
て
着
け
る
こ
と
。
二
、
常

　
緑
な
る
こ
と
。
次
に
教
科
書
の
全
文
を
書
取
ら
し
め
、
講
読
せ
し
む
。
（
尋

　
常
小
学
読
本
巻
四
　
第
二
一
「
マ
ツ
ノ
ハ
ナ
シ
」
の
第
一
時
）
」
　
（
中
巻
二

　
　
二
頁
）

　
福
冨
ヒ
ロ
が
こ
れ
ら
の
用
語
や
教
授
法
一
班
を
ど
の
よ
う
に
し
て
身
に
っ
け
て
い
っ

た
も
の
か
、
当
時
の
教
師
養
成
な
い
し
は
教
師
の
自
己
形
成
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

引
用
文
献

　
富
永
岩
太
郎
（
一
九
〇
四
）

『
書
取
及
綴
方
を
中
心
と
し
た
る
国
語
教
授
法
上
巻
、
中
巻
』

島
根
県
適
摩
郡
福
光
尋
常
小
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）
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島
根
県
題
摩
郡
福
光
尋
常
ハ
学
校
・
福
冨
ヒ
ロ
『
教
授
案
』
（
田
中
・
昌
子
）

　
　
　
　
　
　
（
学
海
指
針
杜
刊
。
上
巻
の
一
部
は
『
近
代
国
語
教
育
論
大

　
　
　
　
　
　
系
3
』
－
一
九
七
五
年
⑱
光
村
図
書
刊
－
に
再
録
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
る
。
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
っ
た
。

謝
辞

所
蔵
文
献
の
翻
刻
を
許
さ
れ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
ご
当
局
、
並
び
に
資
料
熟
覧

に
つ
い
て
ご
助
力
を
賜
っ
た
同
博
物
館
の
川
森
博
司
氏
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
　
文
責
　
田
中
）

田
中
螢
一
（
国
語
科
教
育
研
究
室
）

昌
子
佳
広
（
本
学
大
学
院
国
語
教
育
専
修
）

　
　
　
　
（
教
育
学
部
附
属
小
学
校
）


